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A new occurrence of hausmannite and tephroite from 
a manganese deposit at Himegamori, 
Iwate Prefecture. 
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大 森 PE) — (Keiichi Omori) 
長谷 川 6 = (Shuaz6 Hasegawa) 


大 局 (Jun Otomo) 


Abstract A new occurence of hausmannite and tephroite from a 
_ manganese deposit at Himegamori, Iwate Prefecture, is described. The 
minerals occurred in granular aggregetes in hornstone of Paleozoic forma- 
tions. A chemical composition of hausmannite is given as (Mnop.94 Feo.02 
Mg 0-02) 2-9894.09 Optical constants of tephroite are «=1.782, B=1.802, 
y=1.812, y—#=0.030 and 2V=(—)65°. And its chemical composition is 
given as (Mnj.91 Feo.02 Cao.04 Mgo-12) 1-99 Siz-00- O4.00. These minerals were 
believed to be formed from Azuki ore in hornstone by contact metamer- 
phism of granitic intrusion. : ^ 
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F 7 2 BCR CIS, SHEL DAFOE ORT 7 BY EF TZ HA’ 
を 記載 され て 以来 , 各地 の 満 俺 鉱山 で と の 産出 が 報 ぜ られ た が , 77 RA 
自身 の 化学 成分 や 光学 約 諸 性 質 は 詳らか に され て いな い 。 
地 RR OR 
Wi 2 RISA SET ILEG 20km ©, FLA MBER (Karumai village) に あ 
第 1 図 m7 RW Ome ew 
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(1) FB 7 Je (SSC) (2) RES SN Atm ea 
(3) Male (& & (4) Five (Ga 4e Is) 


1) 吉村 豊 交 : HRRAHERG AS, pp. 129~143, HE 11. 


2) “ ” AS, pp. 152~1538, AB 13: 
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る 標高 469.3m の 三角 点 の ある 山名 で ある 。 等 者 の 一 人 (J. 0.) と 川村 学 
主 の 行 つ た を 嬉 ヶ 森 附近 の 地質 調査 の 結果 は 第 LOM CHS, LOE 
及び と の 北東 方 に は 略 北西 か ら 東 南 に 走る 古 生 層 の 角 岩 と 御 抜 賑 計 が 分 布 
Ly EEO ICEMAN AAS EAL C, PWT BRATS COE 
Ba Gk 9 (ERE ORE RR SATE NEE C, 久慈 町 北方 海 賠 地域 に 
KK BAT SEOE—MOLOCHS, ICM ARI AIC ie BRL, 
FUOTEHPIGEAA-D ic roof-pendant HICMOTHS, 又 山 腹 の 大 部 分 
は 第 四 紀 の 浮 石 層 で 厚く 赴 わ れ て いる が , HEE (Sasawatashi) の 東方 と 
北 友 の 沢 に は 古 生 層 が 露出 し て いる 。 

婚 人 ケ 森山 頂 の 角 岩 層 中 に は 滴 俺 鉱床 が 用 脱し て いる 。 こ と の 角 岩 は 接 角 変 
邊 に よ つ て 品質 東 岩 と な り , その 走向 は ほ ヾ NISW Chicsmpye ecw 
So WKALC OMAR Hic lm 肉 外 の 厚 えさ で , HARBOE ICBO 
BRB IKICHEO TVS 

COBRA RRO AVERTIC, WARSI CHL Ct, RABE 
DROS IC LOCRMTAN CH, WEE HILA THOS, MAK 
FIRRENFRGEERDED SBME CH SAS, POCHBEL 
CHM SM7eEOU, ZAEO EERE LDR K CHULA ICEL KERAO 
二酸化 適 俺 鉱 で あつ た 。 

テ フ ト 石 , バラ 交 石 は 当時 の 廃 石 中 より 多量 に 見 出さ れる が ハウ スマ ン 
鈴 は 称 で ある 。 こ と こと に 述べ よう と する 之 等 の 試料 な 何れ る も と の 磨 石 中 か ら 
縮 集 さしたる の で ある 。 


. ハ ウス マン 鍼 
ハウ ツウ ス マン 鉱 な ほな テ フェ 石 と 共生 し て , 粒 氷 集合 体 と し て 産出 する (第 2 


第 3 図 
RY ALY (WH) E77 2G (T) 反射 題 微 鏡 下 た に 於 ける ヘ へ ツ スマ ン 鉄 
( 散 過 光線 ) (BA : A= 21) 
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A, SE), RATS CHEBIENE BL, RHE CHS. 精選 
し た 試料 に つい て , 比重 哉 で 比重 を 測定 し た 結果 は Dis = 4.81 で あつ な た 。 
顕微 鏡 下 で は , 普通 の 厚 さ の 薄 片 は 不 淫 明 で ある が , 特に 薄く 作 つ た を 薄 
WCRPARL ICD, 叉 赤 視 色 を 量 す る 。 有 反射 頭 徴 鏡 下 で な 白色 で , AX 
= コル 間 で 観察 する と 異 方 性 が 強く , LEAK IRA MDD ONS (第 
SEI), Ah ROB It, conc. HCl で 僅 に 褐色 に 汚染 され , ZV HO。 
で 除 々 に 発泡 する が , HNO;, KCN, KOH 等 で は 変化 が な い 。 

以上 に 迷 べ を 諸 性 質 は ヘッ ウス マン 鉱 り LEC —H&L OWS, 

KICAY AT YSE PEL CONE 下 で 精選 し , これ を 試料 と し て 
化学 分 析 を 行 つ た 結果 は 第 1 表 (2) に か か げた を 様 で ある 。」 HBO DIC, 
MnO. の 理論 値 と , 五 百 井 鉄山 産 の ヘッ ウス マン 鉱 を それ それ ぞ れ (1) と 
(3) に 示す 。 人 千 O の 定量 は 試料 を 硫酸 と 夏 酸 で 処理 し , 硝酸 の 消費 量 よ b 
求め る Mohr の 方 法 に よ ょ つた 。 


Bl AD Ay RO (LS KH 


No (1) (2) (3) 
MnO > 93: 01 91.73 &9.&5 
O 6. $9 6. 94 ” 7. £4 
Fe,0; ーー 0. 74 i: 13 
ALO; —= none 1 7 
Ca® = tr 0.15 
MeO = 0. 35 0. 38 
HO =a 0. 08 0. 37 
Torn 100. 00 100. 31 100. £6 
Sp. Gr. 4.84 4.81 4.§6 


(1) : Mn;0, の 理論 値 
(2) 3 Mi TRIED NY A= Ok (GER, KK RBI) 
(3) > 豆 百 井 鉄 山 産 の ヘッ スマ ン 録 (分 析 者 , 百 水 晴雄 ) 


第 1 表 (2) の 0.4796 Si0。 は テ フ r ョ 石 に 由来 する も の と 考え られ る の 


1) -Short, MeN Microscopic Determination of the Ore Minerals, p. 132, 
150, 162, 1940. 
Smitheringale, W. V., Econ. Geol. 24 pp. 481~505, 1929, 
Tiel, GA., Econ Geol] 13, pp. 103.145, 1924. 
Dana’s System of Mineralogy 7th edi. p. 712,° 1944, 
2) ykwiee, 前 HL 
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で , と これ を MnO の 相当 量 と 共に 除外 し , 残り の 各 原 子 比 を 計算 する と 
炊 の 如く に な る 。 zi — 
Mn : Fe: Mg: 0 = F279 9% Se TIO 
“= 2.94: 0.02 : 0.02 : 0.02 : 4.00 
即ち 本 鉱物 の 実験 式 は (Mn。.4 Feo.o2 M&o-02)2-08 Os-00 LID, ハウス マン 
Moss Mn,0, と ょ ょ よく 一 致す 。 
Sse pi ad «oa 2 

_ デ フェ 石 は 第 2 図 及び 第 3 MA 5 BS Dove Ble ICES SH, ヘッ ウス 
マン 鉱 と 共生 する 事 が あり , WAFER, HIME IES ct (第 4 図 ) も 
DS. ey 
FIRBABAVASTYSLILEL T 
いる 例 は bitOA SHS OMI, ・ 
大 松前 鉱山 に 於 いて る 知ら れ て いる 。 
RFT RGA BG, Bits LEO 
PEM MLAS SHELA CHARS 
MCS, 北原 学士 り に よる 長野 県 浜 
横川 鉱山 , 上 伊那 鉱山 等 は と の 一 例 で 
ある 。 Te 

Wit BRED T 7 » Ait AMRAIIC ERR 
BXBOURKABEEL, PENH CHh 
PIGRE MLE, BM 1 ユ ~2mm KOKFEIK 
集合 を な し 結晶 形 等 は 認め られ な い 。 
硬度 は 5.5 度 , 叉 比重 在 で 測定 し た を 比 


269 
Hit Do = 4.03 で ある 。 


FARE Cid Mes BMA CLI L= コル 間 で は 直 洛 光 を 示し , MRT 
液 法 で 測定 じ た を 結果 x=1.682, B=1.802, y4+1.812, y—x 0.030 が 得 ら 
れ た 。 又 経緯 鏡台 に ょ つて 光山 角 を 測定 し , 2V=(-)65? を 得 た 。 

DUAR PGE FO 精選 し た 試料 に つい て 化学 分 析 を 行 つ た 結果 は 第 2 表 
(2) の 様 モ で ある 。 比 較 の た め , Mn,SiO, の 理論 値 を (1) に ," WAMRESKLUBE 
の テ フ ァ ェ ァ 石 り LRF7 RAB?) の 分 析 値 を 夫々 (3) と (4) CHS, / 


1) 北原 順一 : 地球 の 科学 , 1 号 , pp. 1 へ ~5, 昭 24. 
” Sin ke HWA, 3 pp. 143~145, AB 25. 

2) ANB: Heese, 45, 前 出 

3) ” ” 43, 前 出 


Fetes 4 WE in OE KR 3B 


2a 77 2D AGS oy 


ric MMR De mii Aan Hoke ae ES Sete 
Glye sy (2) (3). (cas 
SiO, 29.08 30.27 28.78 £7.97 
TiO, pls 0.03 | sate 0.15 
Al,O3 — none | 0.10 te 
FeO 0.85 4.57 10.$9 
MnO 7. 02 65. 12 62. iz 52.45 
CaO =e Pen ee; 2.08 0.94 
MgO. ota 2.53 2.10 2.73 
CO, =e 5 0.50 1204 a8 
H,O ze 0.10 ee ee 
Total 160. 60 100.17 WR EN ae 
Sp. Gr. ' 4.03. | 3.98 3.97 
} 
(1) Mn,SiO, の 理論 値 
(2). 姫 ケ ヶ 森 産 の テク ョ 石 (Dre, RAIN) 
(3) DMRRDKURE DT 7 3 (Sr FN ERAC) 
(4) 


IMMRSRUEEL ERT 7 2 Aa (分 析 者 , 同上 ) 


と の 分 析 結 果 (2) か ら 0=4 と な る 様 に 各 原 子 比 を 換 覧 する と , KOK 
(Ci So 
Si: Mn: Fe: Ca: Mg 

= 1.00: T.8f : 0.02: 0:04: 0.12 

Mn+ Fe + Ca+ Mg = 1.99 
BSC OFT 2 BORER (Mnjeg1 Feo. Cag.c4 Cag.oa M&o-12) 1-99 Sls-op 
Osc と な り , HEAD Mn, SiO, に 近似 し て に いる 。 更に この テ フ セ 
石 中 の Mn2SiO4, Fez2SiO4, Ca,SiOg 及び Mn,SiOg 端 成分 分 子 比 を 計 邊 


a SR 満 俺 概 棋 石 中 の 端 成 分 分 子 比 


(1) (2) (3) 
Mn,SiO,g £0.5 £5.4 07 
Fe2SiO4 2 | 6.4 16.3 
MegsSiO, 6.2 5.0 70 
CapSiOg Oh tee 3.5- = 
Total 100. 0 100.0 100.0 


(1) fii 7#REET 7 2 7G 
(2) FNRROKLUEET 7 2 7G 
(3) JNAELUSKEEGRT 7 2G 


et ee 
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する と , B3RB(1) の 如く に な り , MAE OZ Ta Hix Db MnaSiO: 


_ 成分 に 富ん で いる 。 


成 因 
北上 地方 の 古 生 層 の 角 岩 層 中 に は 多く の 満 俺 鉄 床 が 発 坦 し て いる 。 例え 
ば 野田 玉川 附近 或 は 下閉伊 旗 か ら 上 閉 伊 郡 に か け て 古 生 層 の 分 布 し て いる _ 
KE PEC US ARO (CHS, 筆者 等 (KK.0., S.H.) が 閉 伊 _ 
盾 と 大 種 川間 の 地質 調査 に 従事 し た 際 に も, FET, Tet, 豊 間 根 , KEK 
町 村 等 に 多く の 満 俺 鉱床 を 見 を 。 : 
COPE, H+, 大 谷 , 金沢 各 人 鉄山 見 られ る 様 に 花 賠 関 緑 岩 体 か ら 達 
CHEN C, その 接触 変質 を 殆ど うけ な か つた な た 様 な 地 帯 に 発 坦 し て いる 鉄 


床 で は , 所 請 ア マダ キ 録 が 主として 産 す る 。 と の アゾ ヅ キ 鉄 は 微 卓 質 の 炭酸 筑 


HERE ERD LTS, ARARAVIC RIC Oca EBRMEE ET SR 
な 鉄 石 で あつ て , 良質 の 部 分 で は Mn の 品位 は 30~40% で ある 。 

一 方 , 海 周 に 近い 地域 に 南北 に 庶 く 分 布 し て いる 花 議 関 緑 岩 体 に 近接 す 
る 箇所 の 満 俺 鉱床 は , FEBOMMAROBS CHIC, その 接触 変 綿 を う 
け , 満 俺 鉱物 の 種類 も 異 つ て とい る 。 こ と の 鉱石 は 大 艇 町 浪 板 鉱山 , 織 笠 村 大 
SESMUIC LO MSC, SFR LF 7 RP AEERD LTS BRED, 
BS mL CH Sp 

Wi 7 REE CUED IS LSRORAC, EGR ERLE CHS, CMA 


ICAL Cltey Yr GkthO MnCO; Aste faAPI GAO AIC k SHE Hh 


変質 を うけ て Mn;O, Beit Mn2SiO4 等 に 変 つ た も の で あろ る う 。 MnCO。 が 
加熱 され る と , 例え を ば 次 の 2 式 に 示す よう に MnzO4 を 生ずる 。 
(1) MnCO;—> MnO + CO, 
3MnO + CO, > Mn,0, + CO 
(2) MnCO; > MnO + CO, 
3MnO + O > Mn;O4 

(1) 式 は Trengove リ が 既に 実験 的 に 得 た も の で あり , % (2) 式 で 示さ 
れ を た を 様 に 過 条 中 の 酸素 の 酸化 作用 に ょ つて 本 鉱物 が 作ら れる 事 も 考え られ 
る 。 

RX, 高温 下 で MnCO, pic Hero SiO, が 導入 され る と (3) MELO 
て Mn2SiO4 を 生ま る 事 は 皮 に 吉村 博士 の にょ つて 説 か れ て いる 所 で あり , 
fz Ofihic (4) 式 の 如く MnCO。 が SiO。 と 反応 し て 直接 と に テ フ ェ ョ 石 を 生 
まる 事 る 考え られ る 。 


1) Trengove, S. A. Econ. Geol. 31, pp. 29~47, 1936. 
2) AAC: HVE. 45, 前 出 
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(3) MnCO; + SiO > MnSiO, + CO, 
| MnSiO,; + MnCO; > Mn,SiO, + CO, : 
(4) 2MnCO, + SiO, > Mn,SiO, + 2CO, . 
終り に 臨み , LTDA GE ZS ICO CHE A NCTE AREA OIC AB 
奏 を 協力 され た 川村 学士 に 対し 謝意 を 表す る 。 有 叉 本 研究 に 用 いた 費用 の 一 
"部 は 文部 省 科 学研 究 費 及び 岩手 県 庁 の 地質 謡 査 費 に よる も の で ある こと と を 
記し , こと に 感謝 の 意 を 表す る 。 
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On the geology of the Teine mine, with some remarks 
on the mineral composition and paragenesis of the 
Mitsuyama, Koganesawa ore deposits. 


% 本 BE th (Ryoya Sugimoto) 


Abstrast (1) The Teine deposits, once famous for various rarer 
minerals, occur mainly in the Tertiary formation, called ‘‘Green Tuff 
Group”, which consists of volcanic materials in the forms of lavas and 
pyroclastics alternating with some mudstone. 

(2) Most of the veins are believed to have filled up a part of radial 

/ fissures around the centre of eruption of propylite, while some veins have 
a tangential arrangement near the margin of the propylite. 

(3) The gangue minerals of the Koganesawa deposits are quartz and 
carbonates, while those of the Mitsuyama deposits are quartz and barite. 
The former have the lower temperature minerals, such realgar, orpiment, 
etc. than the later. 

(4) Luzonite crystallized earlier than enargite, and those minerals are 
the product of the latest stage of mineralization. The luzonite heated 
in a electric furnace is no obserbal change to 400°C. 

(5) The content of Au and Ag has a close connection with quartz, 
barite and calcite in the upper parts and with tetrahedrite (freibergite), 
luzonite, enargite in the lower part, where silver minerals -are not detected. 
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と で 学界 に 注目 され , 茎 に 多く の 研究 り が 発表 され て いる が , 開発 が 進ん 


_ で 基 の 未 期 の 階 程 を 取る よう に な つて か ら BIRO © SLR OSM © 
"共生 関係 ・ 産 出 状 散 ・ 含 金銀 品位 等 の 問題 が 以前 より も ゃ 一層 明か と な つて 


来 た 。 た また ま 筆 者 は と の よう な 時 期 の 問題 に 就 い て 許 査 する 機会 を 与え 
られ た の で , と れ ら の 問題 に 就 て 報告 し , MEMEO ROLLS 


Il @£BRUAzB , 

鉱山 な 札幌 都 手 征 町 た 位置 し , 鉱床 は 星置 川 の 支流 滝 フ 沢 に 賊 存 し て い 
る な ‘ 

ALUM ICES (Cd REBAR CT EL CSI CHS 
SAGES 2057, 26CHLNMBARL TC 20 分 , MMAR ME ESL 
到 洋 出来 る 。 

Ill 地 形 

本 地域 は 所 調 後 志 火 山 群 北端 の 一 部 を 形成 する も ので, 南部 は KH 

(1144m), West (1197 m) EHC HIME EL, 共 れ に 連なる 手 
稲山 (1023 m) は 本 地域 南 緒 部 に あつ て 分 水 箇 を な し , 本 地域 に 向 つ て , 新 
月 形 の 大 断崖 を 生じ て いる が , IERIE BUELL CAPER ICH 
し , 客 河川 は と に 扇 基 地 を 生じ て いる 。 本 地域 が 上 逃 の 如く , 複雑 な 地 
WEBS ZOE 数 炊 の 火山 活動 及び 地 体 変動 と 密接 な 関係 を 有する か ら 
で , 山地 の 解析 臣 も 自ら 異な つて いる 。 
今 山系 の 解析 度 を 山頂 の 高度 と 起伏 量 の 関係 と か ら 考 察し て 聞 形 区 分 を 
行う と 炊 の 様 で ある 。 即ち 横 租 山頂 の 高度 . HICH EID, 本 地 
域 を 含む 五 万 分 の 一 銭 殴 地 形 図 を 四 畑 方 眼 に くぎ つて , 点描 し た の が 第 1 
図 で ある 。 第 1 図 の 点 の 配置 を 検討 する と , SAMUI iB GE 
線 近 くに 集 つ て 溢 壮 年 期 , 手稲 山 周辺 は 発展 し て 幼年 期 に ある 。 


IV th A Hh mR 
AM ROLBAMAGARKAE CS, CHER CLR RL HSE 


1) SUB AH: 岩 8. p. 101 へ 112 昭 7, BF 8 p. 189.200 a7 
地質 40 p. 305~300 FB 8, 岩 10 p. 51~59 FE8 
PURE HIRE: A 11 p. 213~220 1A 9 
渡辺 武男 : AOR 16 p. 24027 昭 11, 地質 43 p. 7870799 HA 11 
ge 30 p. 74~84 HA 18 
吉村 tc: ‘BWR 16 p. 225.234 Ag 1l 
TP] MER: 3298 8 p. 207~209 昭 7 
KE Gee: 北 右 250 p. 33~47 4A 10 
2) 多田 2c ope 10 HERO 
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Fig. 1. Diagram showing relation 
between true height and relative height 
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第 区 紀 層 ..A: Babe We Hk B: XLS 
C: Ase AZ Wa 
#6) |[/@..D: 安山岩 質 集 地 岩 
ner] E: ANARIWAa 
Ffae..F: “tse G: Rees 
A: 変 想 安 山 岩 1: 泥岩 


J: Br é 


AL, 26(CHNG ER 
BL CHIP LL ABIES 
し て いる 。 有 所 主 緑 色 蘭 次 
帯 は 火山 岩 と 火山 砕 居 岩 
と を 主 と す る も の で ある 
が . CLAK USS E 
し , 他 に 泥岩 等 の 水 成 岩 
類 を 少し く 介 在 し て いる 。 
火山 岩 と し て は , BA 
山 岩 , 及び 含 角 関 石 安 山 
岩 が みな られ る が , と れ ら 
で 安山岩 類 は , REC 
は 岩 腺 と し て 貫入 し た る も 
の は 少く 。 BS ABATE 
の 形態 を と つて お りり, & 
KLEMM AORR A, HE 
REEDS, 集 塊 岩 等 を 
FBC HP, 時 に は 泥岩 
44 INDOCTHR SRE 
重 関係 に ある 。 従 つて 従 
来 当 地域 で 考え られ た 様 
(CAR ELBRAR I * EGBA 
kW 5 3.5 (CBHICE 
StH Sri, * - 
HUD Ae, 火 成 活 動 ・ 鉱 
康生 成 等 に 対し て , JEL 
く 地 質 学 的 解 訳 を 加え て 
行く 上 に は , 多く の 疾 問 
が ある の で , 本 稿 で は と 
Mb OKLA * KBB 
Zt ° TK EK FR Fe 
居 と し で 取扱 信 事 に ピピ た た 。 
(1) Fl B 

(a) 手稲 層 本 層 は 本 
地域 の 最 下 部 を 占め る る 


OC, 共 の 皇 な 構 江 員 は 変 朽 安山岩 ・ 緑 色 涯 放 岩 及び 角 克 質 緑色 苗 次 岩 
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で , PECIEAOWE LICL, 必置 川 ・ 滝 フ 沢 ・ 軽 川 沢 等 に 標 式 的 な 填 出 。 
が 認め られ る 。 変 朽 安山岩 化 作 用 は , 広く 本 廊 に 作用 し て ジ り , 特に 黄 鉄 
GD BRAS LAP (RUE EA EE SEA EE FI BRE Te (PL SAD 
られ , EKBRORRMAS HH GMAE BOCK SHARD 25 FEOT 
その 変質 の 度合 に 応じ て 濃緑 色 , 淡 緑 色 或 では 褐色 を 時 し て いる 。 本 層 は 
燈 岩 流 と し て 噴出 し た 部 分 より も , OKRA OMSAMUREL Cas SDs, 
雌 の 両 岩 相 は , 一 般 に 変質 作用 を 蒙 る こと が 顕 半 で あり , 分 布 も る 互 に か み 
あつ て 錯 雑 し て お ちり, し か る も 共に 流 理 や 層 理 が 認め られ な い 場 合 が 多 ト の 
で , 識 中 が な か な か 困難 な 場合 が ある 。 泥岩 な 乙女 沢 北面 の 沢 , = WSR 
北面 の 崖 で 観察 し た 処 に よれ ば , 連続 性 に 逐 し く , また を 層 理 る 不明 財 な も - 
DC, AIRE LItHeA BER CH 3, 
(b) 4 Jil B 本 層 は 種々 の 安山岩 及び 同質 集 塊 岩 か ら な る も の で , B 
PR ACTER, 其 の 他 の 変質 作用 は 余り 蒙 つ て に いた い 。 本 層 が 標 式 的 な こ 
分 布 を 示し て いる の は 札 機 医道 沿線 と 軽 川 沢 並び と 奥手 稲山 紫 で ある 。 手 
RBS ECORI, 当地 域 で は , 直接 認め る 事 が 出来 な に ト が , MERE - 
CIA EOP RIC SAN EAN LWA O HEEB CO, また 当地 域 
A (地質 図 外 ) RRR kA (HSU) Of crt, BANA 
穴 山 岩 (多少 変質 作用 を ZO CVS) を 被 つ て , WHOM AME SRS 
iB (2 米 ) HEL, 更に 共 の 上 に は 黒色 頁岩 が 堆積 し て いる 。 COME, 
BeBe WIC RIC 追跡 し て 行く と WAC RBA LO EBC BIE 
し , HOMS IC hal OB ac REL CHS, COMMA, BS 25 
米 程 度 と な つて , OKIE DD Adhg OC HE & RL CWS, NSA OK 
山 活 動 の 中 心 が 奥 手稲 或いは 軽 川 沢 周辺 に あつ て , 共 の 周辺 で は 火山 岩 * 
KUAIS EOE SEL, ABO Ci, 基 の 末端 の 相 を 示し て いる と 考 
を る られ る 。 本 層 の 時 代 に 就 い て は 現在 の 所 , FRA (BREE) LIC DC 
置く と と と する 。 本 集 塊 岩 は 新鮮 な 暗黒 色 統 密 の 婦 山 岩 質 の も ゃ の で ある 。 
REC RHEE IRL C, E-W. 20~30N CH 2, FIRMS RUBE ILLE « QAR 
Feet» SG eae CO, 夫々 地質 図 上 分 類 困難 で , 2 IR AO KY 
活動 の 産物 で ある と 考 を られ る の で 一 抑 し て 図示 し た 。 又 奥手 征 ・ キ ラー 
ROANWBZUA, 上 記 集 塊 岩 中 の 含 角 関 石 安山岩 と 商 眼 的 に る 顕微 鏡 
下 で る ゃ る 同 -- で , 又 集 塊 岩 中 に ゃ も 角 関 石 究 山 岩 の 小 規模 な 燈 岩 流 存在 する 病 
より し て , 火山 活動 の 中 心 を 異 に する か る しれ な い が , BS 6 RCO 
WEBRGNS. BHORRA * BNA BLO —-MISRIEBAICAIEL TC 
ws 

(2) B= B50 SE | 

第 四 紀 層 と し て は , 必置 川 に 極 く 狭い 範囲 を 占め る 階段 堆積 物 , 及び 札 
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BEMICH RMS RAOBKED tik AREIROF MU eat 
ZUR, TOIT INCH OT BLT 5 1 SIPRB ASD 3 F 

EAGLES CHER AS 7c RUB KILL CH SAS, 解析 は 可 成 り 進 ん で いて 
火口 其 の 簡 の 原形 は 失わ れ て いる 。 し か し 話 岩 の 分 布 其 態 を みる と , 東方 
に 流れ た けい せき が あり , 一 方 三山 周辺 並び に 其 の 東方 に は 同 源 の 砕 計 岩 
が 堆積 し , 現在 の 手稲 山 附 近 を 中 心 と し た 一 つの 光 立 火山 で あつ た を 事 が 明 
か で ある 。 岩 質 は 淡白 色 の 含 石 英 複 灯 石 容 山岸 で , 第 三 紀 の 火山 岩 類 に 見 
られ る 談 質 は 勿論 受け て お ちら 地 , 卒 く 新鮮 で ある 。 

V BRODDEMAOM 

鉄山 は , 三山 ・ 殴 金沢 ・ 及 び 万 能 沢 の 三 絡 に 分 けち られ る が , これ ら の う 
+ ARERR AST LEOCWC, ASCE BAECS 0, 許 査 範囲 か ら 
は 割愛 し た の で , 以下 三山 ・ 黄 金沢 両 然 床 群 に 就 い て 逃 べ る 。 

三山 及び 黄金 沢 久 床 格 は , 大 体 滝 の 沢 東 釣 面 に 特有 の 鉱物 組成 と , 共生 
関係 と を 持つ て 有 床 胎 す る も の で , SURE, 滝 の 沢 の 東側 支流 ・ 勝 利 
NORE MIC, また を 黄金 訳 鉱床 群 は , 西側 の 支流 に , 三山 久 床 絡 の 西南 方 
chia CL, HORI LAX PR CCHS, 

(a) 三山 鉄 床 三山 鉄 床 は 第 3 図 に 示す 如く , BERR B= RI 
滝沢 ・ テ ル ・ 負 ・ 三 光 氏 か ら な る 。 共 の 配列 状態 を 見 る に た に , それ ら の 西 
北方 を 中 心 と し た を 非 対 笑 的 な 放射 線 其 を な し て いる が , THILABROR 
CH % 変 朽 安山岩 及び 同質 蘭 交 岩 の 噴 出 を まね いた 火 成 活 動 の 中 心 が , 
本 讐 床 の 西 北 に 存在 し た 事 を 物語 つて いる 。 (AL TN HICML CHESTS 
方 向 を と る 第 三吉 頭 彼 の 1 部 及び 南北 鐘 は 断層 帯 を 充 十 し た を 鉄 腺 で ある 。 

(b) 次 金沢 鉄 床 斐 SU EUGAPR EE ID HE ° ACE © Bp RE © CRE © Whit 
KE * BROAD 57 0, PR + BE + Wits KBOASNS MAO 
Rik ts k OR SIKBE LOCHAL CS, cCHiths ( BHR ees 
押し 上 げ ら れ た を 除 , CHE BRKE LE ORLA EDD sit Lk WHE 
積 物 と が 相 交 雑 し た 個所 に 割 目 を 生じ 鉄 液 上 昇 の 通路 に 適当 し た と と を 移 
語る も の で ある う 。 一 方 明 盛 MBAS, 三山 西側 の 方 向 に 中 心 を 求め 
CHAIL TW So ILO MISO Be AE Rt = LI SLRIED Zn ¢ ARBRE 
35-5 2 DAS 


VIR ROB 
TAGLAR % RPO SRL & TA ¢ Be PES RE ELGL AR (— REE ERD 
CHS—_ RR GEO ICES TIL, BAH OAR ABH CIPO TAL Fe 
HAD OA DHBIKE TL CHL BIC Mk LSA, Mises ~GHRE 
RBS SICRSWGELHS,. RCRA ICIMIAS SHAICHL UY, Shik 
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a ae ae ae 
2 3M 手 稽 鉱山 鉄 且 分 布 と 球 化 帯 
ARERR 
Rie ce 
re 
- NS 
Be 5 
; x 
aoe A 
he A 
an 
} 
DREN HA PLREIE © ST RERELE © a URGE © BURRESS & EL 又 時 に は 了 断 


Bak cit b BS insets & BT ZUGEDZA, 


Vil & B# © @ @B 
AGLRO ELE LB *5 BLA * VERZE OCULAR OUWE CHA, TO 
RR ie ie ati ere L Old, FAC: AAEM: BS 
RG ALU ACNE FA CH S— PEOMMO RU AISA aA L MERE AIC ARE 
ie ALLRED EG ICZAIET 4, LOB RCA BAYA 
VE AIS SLPRAE I ¢ (BE is BAST EVR Do WE IC REL BIE 絹 雲 母 化 
HiEAE It KOA RK CAE IC BEAL C4 OAORAICSLS 1S BAER 
CHS, Wie Utere tailc KD REA OMMIC LOC} MEAS SDS, 
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SHREELUCHLS L, SLIGO PRI OSEIE (ERA © WL(CIERE © 
ABER CVE FA DSOREEC, ALSILRA * REE EOTV So EMC RL 
SIRAIREILE NE OBER C, BHA RMCHS, HOS 


LUO HR ED Ge ¢ FEA BE ROM CABREL CVS TEASE 
目 さ れる 。 ; : 


VUl 鏡 床 の 鐘 物 組成 


AGRO E 5 1C. 産出 讐 物 の 種類 に 富 , また を 多数 の 鉱 腺 が 分 布 し て い 
NN 各氏 の 特質 , RAGE 
程 等 を 知る 事 が 出来 る 々 。 其 様 な 観点 か ら vein map を 作 つ た 。( 省 略 ) 


Fig, 4. 


Diagram showing the mineral assemblage. 
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共 の 図 か ら 鉱 物 組 成 と , その 量 的 関係 を 示し た の が 第 4 図 で る る 。 図 の 
る ⑧ 印 の 大 小 は 相対 量 の 多少 を 示し た も の で , DRA « MEAROWE 
eae CAB © HA IC HEIL CIA CH BBS, KFE BED Sh SE 

を 明 に する た めこ 上記 の 記号 を 用 いた 。 此処 に 記載 し た Bk (EE CHEE DS 
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実際 に 産出 状態 を 知り , 実 見 し た も の で ある が , MEP MEAS Id IAMLIC 
記載 し を 所 以外 の 場所 で も 産出 し た と いわ れ て いる の で IPS ※ で 示す 
事 に し た 。 

第 4 図 か ら 明 か な よう に , 三山 鉱床 略 と 黄金 沢 鉄 床 大 の SIC T, 
その 個々 を 検討 する 場合 に は , 鉄 物 組 成 及 びそ の 量 的 関係 に 於 て , 多少 の 
相違 を 有 し て いて る , 一 見 し て , と れれ 等 の 負 が 成因 的 に 異な る る の で ある と 
いう よう な 鉱物 共生 の 関係 を 示し て は \ ら な い が , 此 等 各 負 を 二 つ の 縦 一 
裏金 沢 鉱床 群 ・ 三 山 旬 床 電 一 と し て 見 る 時 に は 始め て 差異 が 認め られ て 来 
る の で ある 。 た だ 此 の 図 で も わか る と ちり 特異 な の は 第 九 島 谷 部 鋼 で , It 
の 鐘 は 地域 的 に は 三山 鉱床 群 に 属す る も の で ある が , 鉱物 組成 か ら み な る と 
HERG ICA SOBEL CHS, MERMBRWAE CIID HE BLY 
YH Y GLAED PAHS & SEE * HERE O RUE A, silane He 
MALE GC, 含 金銀 品位 る も 劣 つ て いる 。 て 此 の 事 に つい て は 合金 銀 上 品位 の 
所 で の ベ べ る ) 此 れ に 反し て 三山 讐 床 難 で は 石英 及び 重 上 品 石 を 主 な 豚 右 と し , 
人 金銀 及び 銅 の 品位 も 優 て いる 。 a 

COLAC, 両 鉄 床 井 は 夫 え 鉱物 組成 に 特徴 を 有する る も の で , BER 
GNIS = GIR IC HL, XD PRPEOS MK CABREL TU 
So GWAR EICHSE NCNM EOHEREOLSE RAI EOCED 
た も の で ある か を 検討 し て 見 れ ば , 

(a) 鉱床 生成 の 間際 此 に つい て は 少く と も 同一 火山 活動 に 起因 する 
変 本 安山岩 と 同質 潤 放 岩 中 に 鉄 床 が 用 騰 する 。- 人 鉱床 が 此 等 岩石 の 火 成 活動 
と 突 接 な 関係 が ある と すれ ば 大 な る 間際 を 認め る 事 が 出来 な レ 。 

(b) 鉱 液 宜 成 の 変化 両 鍼 床 辞 の 母 岩 の 変質 作用 の 相 異 は GMO © 
ZACKS BS BIKAR OBE ASS EAL nt KOBE Bb 7eH LF 
ERES MUI IENHRAS 0 bO—-MOTK AAC LS EMIT Sc EDS 
AOL ZS BILS. 


IX Beatgagec ILY Y iAP 

AGI Es ES STH BC CUHK RB SS CBS. NS RAO 
(CBSE HA PSL, AGRA AP GSE ¢ HLA OMA WR 1 Be 
Dip CHIL CVC, 膨 縮 性 が 大 で ある 。 此 の 部 分 は 外観 綴 窮 で, SRA 
方 至 此 赤色 の 部 分 , TERE CHAREOMD, 貴人 色 の 部 の 三 部 か らち な る 。 雌 
の 部 分 を 研 歴 し , 成分 鉱物 を 決定 し て 記入 し た の が 第 5 Bla CHS, 中 
DEVICE EDD Y  GAGLASAFEL, 其 の 周辺 を 取 囲 ん で , PRE ABET BE 
AE LOCMHLMBARB C¥ dO, KONAMICMMLADAEL, 更に 
LOS AICTE ROME RMA CHD, 最 外 核 は 自 形 の 重 上 品 右 の 間隙 を 

é 


80 en tt. ee 


示 幸 し た 石英 が 発達 する が , 此 の 部 分 に 四面 交 銅 鉱 ・ 黄 鉄 鈴 が 散 点 する 。 


即ち 核 郭 の と ヅ ン 錦 
Fig. 5 Diagram showing the paragenesis of 鉄 よ 5 り 周辺 部 に 至る 鉄 
3 __ enargite and luzonite. By DFU Feble WWI 
= poate fuaryitt AER Fe の よう 
i Gants ze 5 Luyout ees 3 Ls & Pac ; 
Vas ee /evancantc ii で ある 。 
ptt W Y v Sisk went Ha 
VTE leahcarnt Sh —> WU tl AEG — PEK 
3 etratearite (d) os 
Bo traryite Sr ke HHA e Ty 
a 3 鉄鉱 ・ 四 面 安 鋼 鉱 
aoe GSH RR 


EEO shill CH 5 図 b 
Ok FIC WM RRL LC WY VY GWGEOD 1 MK OUR AS FEFEL CT, 
Bet % PEL CH SARLD 1 HEKOR MA DITBAT 4 
か よう に 筆者 の 観察 範囲 内 で は , MAMOFAB Hhlst — MIO eee eS 
ある 。 此 の 事 は 人 鉱 液 の 性 質 が 談 第 に 変化 し た と と を 物語 つて いる の で あみ 
うぅ 。 然 し な が ら 既 知 の 両 録 物 共生 関係 は 筆者 の を れ と 必 ま し も 一 致し な 
い 。 此 等 を 表記 する と 次 表 (81 頁 ) の よう で ある 。 
現在 迄 の 筆 識 で は , 両 鉄 物 が 同質 二 像 で ある 事 が 明 に され な た を, FAB 
RB, 何れ が 早期 ・ 後 期 一 一 RHR’ 一 一 と ム いいえ ない 状態 に あ 
Ho MEP MISE lt BAA ROA HA 一 一 低温 生成 鈴 物 一 一 DAH CH So. 
既に 高根 勝利 9 © BERL SMS IPAS ERIC KOC 500°C 迄 安定 で ある 事 が 
明 に され た 。 そ こと で 筆者 は ル ジ ゾン 銅 鈴 の 加 府 実 験 を 行 つ た 。 其 の 方 法 は 研 
WEL 7e ル ゾ ン 銅 鉄 の 潤 片 を S. B.B. 管 に sealed LCE SHEP CHE x 


YEE COAL, 水中 冷却 を 行い , 再 研 魔 し て 顕 役 鏡 下 で 観察 し た 。 英 の 結 


果 は 次 の 様 で ある (81 WE), 


400°C 以上 の 温度 は 時 間 の 関係 上 な し 得 な か つた を の で 今後 の 問題 と し , 現 
在 の 所 400°C 迄 は 顕微 鏡 下 の 観察 na ea 


Om Ge Gr 
X 四面 安 鉛 鐘 (フラ イ バ ー ジ ヤ イ ト ) 

第 三 申 頭 四 番 寺 東 六 号 に 含 銀 品位 の か な り 高 い 部 分 が ある 。 基 の 産出 状 
Reto ORF aR LSC, 断層 帯 を 充 堪 じ て , JEAN BEA GR 
SOBA) と , Bh nee ° WUT ZegHiSh (GE) DAK LE SAIC HO CHE 

BOD VU TASS (=), HANA (FE) の 自 形 板 状 結 品 の 集合 体 の 細 豚 が 


nal 


9) 高根 勝 和 , JAH 19 p. 253~266. 4813 


re ne re PE ret ee oe CE Et OT NN 
i ; ae ee ie SN ie on ae 
Sl NANT So nc A OO ee oe 
鉱山 名 | 研究 者 Hye nee Bb 
。 | PORES AUT LERER EO BIBL AETC\ RIC 多量 の 硫 
‘) | 黄 と 共に 産出 する 。 HALOMMATLEMD DEORE 


谷 状 集合 を な すこ と か ら , 地表 近く で , LORIN EEO RS 
液 中 か ら 生 じ た 。 


4) 
FF 稽 | 渡 辺 武男 


旋 面 と 柱 面 の 発 洋 し た 座 悪 色 の 結晶 を な し , 同一 標本 中 
に 紅色 塊状 の Vy SASK AH Sh Do 

PDE. WEASe oe ary PRA っ クラ アロ ー ト 約 
MAAK +a LE 7 ALE SK oN YY GABK. . 周辺 
部 


マン カヤ ン | 2 ge gee | MRI L, 特に 下行 連 品 を 示す 時 る も ある 。 
@ TF | george seen | BE UMRSOREL LALO yy RORET 2 0 
7) Git UPSET Y POD FERRET BS, MSO 「 
a Hh Hep uene—BB ) が ル を ゾン 銅鉱 た 包 園 され , BULLY y ROKLAL, 稀 に 
mu | pee PN se | PRICE CC CEDHOT, PALEROKO AL 1 VY ORE 
| ESGS GAY CH DNKEOLHEEL TWSo 
石英 の 上 に 先ず 黄 鉄 鉱 の 薄 層 を 介し て ル ゾ ナイ ト が が BR 
8) | し , 英 の 上 た に ェ ナ ー ジ ヤ イ ト を 生じ , 更に 石英 の Bie 


ング の 


3) 渡辺 葛 談 郎 
AA es 

4) ai Ho 

5) SH Be 

6) EBA 

7) jatehE—Eh PEMA Ang 35 p 35~46 HB 26 

8) A. Weisbach, Tcherm. Mitt. 1873, 242. 


BEL, CHICIURALSASKE A. 最後 た 重 品 石 を 僅 つ 
FE 


SBF 30 p46 へ ~67 FZ 18 
HE 30 p67~74 昭 18 


地質 50 p253~261 FZ18 
HE 30 p 46~67 照 18 He 4 p 222~225 昭 5 


sms 3 
D RORROR DE! ae | em | mrome 
oe Pp = - J . 
PERO RRS HATES, eR: aie ESE Re BOR 
Bo HOMROWMBIS — sore 8 
& RAPE CHAT S 250°C 24hr 0 
と , PKA aA Bah 300°C 6hr 7 
AOMRE RL, 四 24hr ” 
AGIs, 其 の 四面 350°C 12hr ” 
400 12hr u 


GWG 32 (dt BAGH ic SASL 
Pte Vip O7e, AVOUT EWS ASE RUS AS, 
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10) Davy, W. M. and Farnham, C. M. 1920 pp. 94. 


Davy-Farnham?®) yspup 
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面 鋼 然 に 与え た 反応 と 多少 異な り , Lindgren 一 Creveling) "の ポト シー ~ 
SAO WUT GWG IC-4-% Fe freibergite (SSRNUM RENE) の 試薬 反応 に 良 
« 一 致す ra 4 : 

HNO;: 真珠 光 に 変化 する 。 

KCN : 次 褐色 と な る 。 

KOH: "褐色 と な る 。 
LOCHKSLE WM GNSKO —-BAKE freibergite と し た 。 —HVUSHK (GE), 
Hina (4) OF SAP OW MMEOR SE Sit Davy-Farnham 042% 
7e Rok BR ¢ -2xeT So 

XI 含 金 銀 wm 位 

MAK ARDS, 如何 な る 時 期 に 合金 銀 品 位 が 高く な る か を 吟味 する た 
DiC, 特に 下部 鉱 の 共 等 の 関係 を -- 選 明 に する た め に , 産出 状態 明暗 CF 
状 構 造 を 選ぶ ) で ある 鉱石 を 試料 と し て 分 析 し た を 表 が 第 1 表 で , 産出 状態 
を 示し た の が 第 6 NCHS, HBL D AM CAM SRMTIC RO SH 


i} 


Fig. 6. Diagram showing occurrence of minerals being used 
for Au, Ag analysis. 
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3 eee ene Black G 

く , 石英 ・ 重 品 石 ・ 方 解 石 が 主要 な 人 鉄 石 で ある が , KOS Ch-BB 
期 調 出 の 鉱物 が 含 金銀 品位 優る 鉄 石 と な つて いる 。 即ち 対 笑 貫 状 構造 を 示 
す 時 は 基 の 中 心 程 高 く な つて 来る 。 其 れ 以 下 の 需 で は 上 記 鉱 物 よ り る , 四 


11) Waldemar Lindgren and J. G. Creveling. Eco. Vol XXIII. 3 pp. 246. 
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TO AGAGL « BRAGG © Ly GABE OGG) & RET BOREL, 含 金銀 


報 x = 83+ 


の 指示 鉱物 と な つて いる 。 Hic Ag tS OAE freibergite cH 


WALL C 含有 し て いる の で Koka Ag 品位 を 左右 する 。 金鉱 物 と し 
て , FRE ABA BSH = EH CHRMEOEME HORICHX BV, 金銀 
の 比率 か らし て 恐らく 下部 の 金 は 銀 と MAKE KL TES ZL 考 を られ 
る 。 又 本 鉱床 の 黄 鉄 然 が 金 の 指示 鉄 物 で な い 事 が 注目 され る 。 


\ 


, Table. 1 Result of Au, Ag analysis ae 
Sample Au 8t/t Ag gr/t 
1 ee Black quartz tr : tr. 
‘4 Black quartz 
- Stibnite ee ci 
Barite ' 
3 Teruru White ‘quartz 9.0 911. 0 
4 2 White Quartz 6.8 295. 8 
A Sericite 0.1 195.0 
Tetrahedrite 
6 2 Enargite 9.0 559.5 
Luzonite 
Tetrahedrite 
7 x impregnated 3.0 129.8 
sericite 
Daisanroto Barite (essential) 
8 4L.6E Tetrahedite hd 345. 0 
Tetrahedrite 
» 4 (essential) Barite bes £480 
Daisanroto White milky 7g 
10 4L.0 Quartz 0.2 146.0 
= 3 
Bismuthinite | ‘ 
11 < Tetrahedrite | 1.0 349. 0 
Otoyo Pyrite (essential) 
m 3L. 2W Milky quartz | ne 8 
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DG I Rae Reis 
以上 を 要約 する と 
(a) 本 地域 で は , 第 三 紀 の 火山 岩 類 特に 変 朽 安 山 岩 は , KR* BORER 
次 岩 と 密接 に 随伴 し , 地質 単位 と し て は 不可 分 の 関係 に ある 。 
(b) 鈴 豚 の 大 部 は 非 対 笑 の 放射 線 状 , 一 部 は 放射 線 の 中 心 を 囲ん で 孤 状 
に 走っ つて と る よう で ある 。 前 者 は 火山 活動 の 中 心地 , ACE SRE 
後者 は その 周辺 の 変 朽 安 山 岩 と 凝 導 岩 の 境界 部 が 鉱 液 の 通路 と な つた と 推 
定 さ れる 。 
(c) 黄金 沢 鉄 床 群 は 炭酸 塩 鉄 物 を 主要 豚 石 と し て いる の に 対し , 三山 誤 床 
群 は 石英 ・ 重 品 石 を 主 と す る 。 英 の 他 の 讐 物 共生 より し て る も 前 者 が より 一 
選 低 温 生 成 鉱 物 集合 体 を 示し て いる 。 
(d) BRIE. LY GIL OPER IS, 前 者 が 後期 品 出 で ある と と を 示し て 
累 被 構造 を な し て いる 。 加熱 実験 の 結果 は 400°C 迄 其 の 外観 は 同じ で あ 
Bo 
(e) @@HuMIe LS CAA * HAG ¢ SHADRERWMACHSD, = 
BULLY Cagis £ Heh REAL, Bit ICU RROD 
freibergite 中 に 固 深 体 と し て 含ま れ て いる 。 LESRMAMEEOMOSL 
HK Kb A CARSAPRISTISERNIC & TRIS ANIC & KS ATE BRL CNS EBA 
ら れ る 。 
" 本 報 次 は 鑑 者 が 東北 大 学 在学 中 卒業 諭 次 と し で 行 つ た 雇 査 結果 に , HO. 北海 道 


Hb POE era 26 Se KRU CEA WIC LOC AFC ME EER MZRSO 
Ch Do 


AMGET OICHIcO, TARAS AL < TRE RA CPO MEME, SAR 


EPROM © Pr Rin Dit BaD 5 i 4 OPAL SA ORL CHRXETSO 


新刊 紹介 Crystal Growth H. E. Buckley 本 書 は 結 品 の 成長 に 関す る 理 
論 と , AT ELL RICHES SAONEICHEL YCRMIGRAE SOG, 次 の 1D OR 
Zo (1) KAUR E MAIEE, WRRE & HEAPS, (2) 人 工 結 晶 の 作成 , (3) 結晶 の 生長 た に 関す 
る Curie ti, (4) 所 調 , 結晶 の 生長 速度 , (5) 拡散 説 , (6) 結晶 の 生長 た 関す る 最近 の 放 . 
(7) BERG: CAL, (8) 結晶 作用 の 種々 の 型 , (9) PARIS, (10) 不 細 有 物 に 依る _ 
BROS’, (11) 結晶 作用 中 の 物 質 間 の 関係 , (12) 特典 な 結晶 生長 。 ABNSEE L CANRH 
欠 が 上 品 媒 に どの 様 な 影響 を 与え る か に つい てこ , 種々 の 人 耳 結 晶 の 個々 の 場合 を 詳し く 述 べ 
て 居る 。 蕎 者 は Manchester の Victoria 大 学 で , 過去 25 年 間 こ と DAM PRICES 
L, SH ¢ LCARCH AZ. (本 交 571 B, 附図 169, John Wiley & Sons, New 
York, 1951 年 出版 , $9.00) (Ag) 
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Pollenanalytical study of the Tertiary coal seams 
‘in the Kushiro coal field, Hokkaido. 


fa] ies oh S (Yoshio Okazaki) 


Abstract Two coal seams which are believed to correspond with .— 


the Harutori coal bearing formation in the Miocene, are respetively 


situated at the Harutori mine, Kushiro city, Hokkaido and the Higashi- . 


‘kuchiro mine about 9 km. north of the former. 


Samples were taken at 20cm. interval. The separation of the pollens : 


from these coal somples were made by mixing a small quantity of them 

crushed to-pass a 30—mesh sieve, with an equal amount of KCIO;, and 

then adding about 10 times the bulk of pure HNO; to this mixture, 

Then after one or two days, these browned samples were washed in water 
and finally treated with 10~15°% KOH. 

For the analyses more than 220 grains of tree pollen are counted and 


the percentages cf respectve-tree registered at each evel. 


The observed pollens are Sequoia or Metascquoia, Taxodium, Glyp- ~ 


tostrobus, Pinus, Picea or Keteleeria, Larix, Mysas Carya, Alnus, Corylus, 


Carpinus, Betula,Tilia, Jugians. Quercus, Salix, Ericacea, Gramineous etc. 


These results (Table 1 and Fig. 1 and 2) show that Sequoia (including - 


Metasequoia, Taxodivm and Glyptostrobus, for it is difficult to distingush 
their genus) is exceedingly aboundant throughout, and> Pinus, Alnus, 
Es Carpinus etc are also relatively aboundant, indicating these 
percentages are constant. The results show also that though few differ- 
ences of the percentage are seen between.the coals of the mines, and so to 
Sequoia pollen that of the Higashikushiro mine is average 6.7 % as much 
as that of the Harutori mine, Pinus complements this, and those of the 
coal seam in the two mines are respectively similar. 

Thus it is considered that conifers such as Sequoia or Metasequoir, 
Taxodium, Glyptostrobus, Pinus etc depeloped throughnout at that time, 


and that pollenanalytical results are geologically correlated as a same 


horizon. 
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近年 特に 植物 ・ 地 質 学 の 立場 か ら 夫 々 泥炭 うり -9, MR) RUE MC 
就 い て 花粉 分 析 に よ ょ る 研究 が な され て 居る が , 筆者 は と れ を 石炭 (EZ) 
に つい て 検討 し , 石 療 中 に 含ま れる 花粉 の 種類 の 構成 其 態 に より , BRO 
対比 の 応用 及び その 生成 の 堆積 環境 を 知 ろ ち う と する 目的 ") の た め , 北海 道 
創 路 疾 田中 の 夫々 約 9km 離れ た を 地質 学 的 に 同一 災 層 と 考え られ る も の に 
DV COTM DRE, その 対比 を 試み た 。 

本 文 に 入る に 先立ち , 此処 に 改 八 木 談 男 博 士 を 始め , 本 研究 の 援助 を 喝 
Dre Tikes (RAL) 並 に 増井 淳一 (東北 大 農学 ) OME, 花粉 識 
HI LOMB ARS AH SCRE WOR MIE— (EEA), LLIB (西京 大 ) 


MICHAL (高知 大 ) OLEGS, MOAMIERUR (ASFEERR), 各種 文献 


の 写真 最 影 等 の 便宜 を 賜 つ た 牧野 佐 二 郎 語 士 (北大 理学 ), 赤 , 試料 採取 に 
当り 御 援助 下さ つた 豊島 経世 氏 (ACE TERROR HEAT) LORD ABR 


此 の 石炭 の 花 欠 分 析 の 研究 に 当 つ て は , FOB AKAEL (RAK 
$2) kD Mx OPM LAMONT EM ORO CH SD, Alen» OFE8t 
検出 方 法 ゃ 花粉 識別 に 意外 な 時 間 を 要 し , RR Re OIE 見 出 じ 得 た 時 , 
八木 博士 の 盆 逝 た 問い , FEORICMMUICHEZ TS Vo 
COR, 此 の 方 面 の 研究 が 植物 学 や 地質 学 上 の 坪 場 か ら 夫 々 進め られ て 
いる を 聞き を , BALM * CORRE, TL ICHO—ME MA CHARS 
BCA, 深 厚 な る 感謝 を 時 する 。 


試 料 
筆者 の 取扱 つた 石炭 試料 は 釧路 田 東部 , Sl BS TT RRO ASE ERR 
1) HR TE: 生 能 学研 究 12 休 3.4 号 119=121 貢 昭 19 
2) fal 上 : ele itn 9 48 5 “e- 91—94 Fy OB 16 
3) oA 上 : BAZ pH See 4 8 AO B 133—141 B E13 
4) 山崎 FR: (OT INEIC LS PREKR OUR ORME SRASICH TS 


研究 DUAR ae 21 号 昭 26 

5) IR A.) READE INITEETE SICH TIGRE ORAS 5 Ee HES 

6) [Lil BS. 佐々 保雄 : KEP Hit AHS 13:8 347 頁 昭 13 

7) 佐々 保雄 : TOCA CSE S83—585 Ei HB 14 

8) Ft fake: ahmc He 1245960 F ig 23 

9) J. Nakamura: Fossilpollen in the Nahari Lignite 高知 大 学研 究 報 告 第 1 
2 9—19 EX AB 26 : 

10) 庄司 誠一, 高橋 清康 : 花粉 分 析 法 岩 35 @ 2-2 62—63 Fy 昭 26 

その 他 , VERIO TREN SHE, PEAS EHR 島倉 己 三郎 

ESTAR, 態 江 正 夫 等 の 諸氏 の 研究 が ある 。 


WL) AGES: 第 匹 紀 岩波 構 座 地 更 学 59 貢 昭 


wa = 8 x ; 87 


RA*NDLOL, それ より 北方 約 9km BEN 7c SAE OSMAN ER 
BORD MKD AORTT HT Ot OD SMORRBE Hoe. WRIA 
れる も , THR RARAE ( 第 三 紀 中 新 世 ) リ 中 の 主要 稼 行 談 層 で あり , HEE 
に 属す る も の で ある 。 

CMS RIL OR, 低温 原野 に ょ よ つて 隔絶 され て いる が, RPK 
BOARKBICOM TIS, BER x MIMEROMEs RT LOL#HZGNSS, 
1) RIIKABUAOERE AKIGAAKKREO LEO KERMEBO 
標 式 地 ” (CHES) REC, RAPER KE b SINR ICI OP 2.5km ORE 
部 落 ょ り 北 東方 の 奥地 に ある 。 AARROAKREE HEBAEOLOT, 
RE EB 10lem で , OMY WAS 炭 質 頁岩 を 兵 み , 石炭 は VD 
(0:.2~1cm) DRAB BC BOMRCHS, その 発熱 量 は 6.200~r 
6,500 cal. CFB SNS, ERAS SKA (Mv b+4 +) 
で あり , と の 存在 に ょ り 他 と の 稼 行 炭 層 (と の 上 部 に あぁ る) と の 区 別 が 可能 
Gh), 更に アル コー ズ 砂 岩 が ある 。 下 敵 は 同様 自 色 知 土 に 引 続き , アル 
コー ズ 砂 岩 が み ら れ る 。 こ と の 柱 其 図 は 第 1 図 に 示し た 。 

試料 は 同 図 に 示す 如く 20cm 毎 に 個 控 取 し た 。 | 


第 1 図 RIAKBAKE ODD AM 


anons ho| Sequoia Freilteafiee asloeon Ben ha area ing 
Deane 


2) BRAUUAFORRE 本 炭 確 は 釧路 市 春 控 に 所 在 す る も の で で, 


1) 佐々 保雄 : AGE OES x 307 号 及 308 号 昭 15 
2) 同 上 
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BAILLIE CASA RAH HSE -hORREG & 
ORB Bt 279cm で , BRI RIEO LOL D=EREVBAZLKS, 
石炭 は 均 様 な 塊 其 の も の か , 又は 薄い ぃ (0. エ 1 ~ 1cm) KFRBE SUM 
の 比較 的 厚 に も の で ある 。 こと この間 は 2cm 肉 外 の 砂岩 や RABBERES 
の で , KMAAHEE KE RA RBARVUT 32 -2WEB CH DO, PRIAES 
CTA 2-AWBICET 4, 石炭 は 前 記 の る ゃ の より 良質 で , BAe 6,600 
~6,800 cal. で ある 。 i 

CORKS 2 図 に 示し , その 試料 は 図 に 示す 如く 20cm 毎 に 15 個 
控 取 し た を 。 

第 2 図 RRKRUAREOTBSAN 


nes] | Sequom [Pina] 
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50 wo & 


— AIC TERE BRE kD NEED EAL ELASE & SOIR IC He CS ee 
居る の で , HMICAOTLO NS OWRPRA BBE I RESHEBT AS 
で ある 。 

此 の 試料 を 30 mesh 以下 に 砕き , 適量 (2~3g) を と つて 用 いる 。 RL 


大 化 の 進ん で いな いも の は こと れ 以 上 の 大 さ で も よい 。 


Te ee ae 3 4 
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x 上 品 BR 理 


1) (eae Schulz BORO を 用 いた が , 粉炭 試料 に EER OLE 
Mr» (KCIOs) & HZ, 4H 1c BAR (HNO;) を 略 810 伺 除 々 に 加え, 
念 激 に 反応 熟 の 件 わ ぬ 様 に し た 。 

CHE LAE 2HEMEL, 除き 々 に 反応 させ る の で ある が , 一 般 に 黒 
色 炭 が 濃 窟 乃至 赤 礼 色 に 変る を 以 つ て 終り と する 。 ie 

fy], COMME, AE MARR, RRB CAMIEL TC, K 
に k 20~30 Syms -CHUAAL CRUSE PRES, BORER RIChoRR 
止 あ る 。 然 し 筆者 の 経験 で は 前 者 が 花粉 を 痛め ま ょ よい 結果 が 得 ら れる 。 

と の 福 色 試料 を よく 失 振 し な が ら 水 で 2~3 回 洗う 。 

2) Kic c OBI Fic 10~15% OFFEHy (KOH) 溶液 で 処理 し , B 
RRL EL, OBE (HE し な が ら 水 で 洗い , PR) FE BERRA ES, 
EBLRELDERHETS,Q 

I OA) —RGRE-SROMME TZ RRD 
gum-chloral 法 の , 抱 水 クタ ョ ラー ル 50g, TILVAABSE 40g グリ セ ・ 
リン 20cc, AAB7k 50cc の 混合 物 で 封じ 検 錯 に 用 いる 。 


47H OUD 
石炭 中 の 花粉 は , その 原形 の 立体 形 (殆ど 球形 ) を 示す と と な く , 圧力 の 
為 偏 平 と な , り そ の 識別 は 一 般 に 困難 で あり , 徒 つ て 現 生 及び その 原形 を 
比較 的 よく 保存 する 泥 涯 中 の 花粉 に 就 いて その 特徴 を 知る 必要 が ある 。 
此 等 両 地 点 の 大 炭 層 中 の 各々 で 検出 され た 花粉 型 り (種類 ) は 殆ど 共通 で 
あり , Sequoia 若しくは Metasequoia, Taxodium, Glyptostrobus ( 後 
jit), Pinus, Picea 4L ¢ lk Keteleeria’), Larix, Nyssa, Carya, 


1) A. Raistrick, C. E. Marshall: The Nature and Origin of Coal and 
Coal seam. pp 127~136. 1948 
2) E. A. N. Arber: The Natural Hiotory of Coal. pp. 46047 1912 
3) E. S.Moore: Coal p. 11 1940 
4) 上 治 定 次 郎 : Abe Gie) 61 昭 23 
5) TE ORBICIZLRO AGRE FAV ico 
J. Nakamura: Fossil pollen in the Nahari Lignite (前 出 ) 
TR EB: 話 林 樹木 の 花粉 の 標 徴 生態 学研 究 162-6 91~96 FAB 11 
山崎 次 男 : RE KTR EEOC HAI SE (BH) 
中 村 純 : 花粉 の 標 徴 生態 学研 究 10& 1-6 1-9 WG 22 
中 野 治 房 : 植物 生理 及 生 能 学 実験 渋 320 頁 
SE BM: 花 物 の 形態 植物 と 動物 149% 1311 へ ~1318 ERI Bll 号 
1593~1604 8 ARS 
6) RRR LATE & FETE Hi ““ pollentype” し と され て いる 。 
7) KG 三郎 : Re SMR 1205 昭 25 
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Load) ty 8 Ch | 1 2 
Sequoia 87.6 88.0 71.5 89.2 §68 87.8 85.2 66.2 73.9 
Pinus OG Siac tobe 747 1.2 27 3x4) 1852) 4k 
Piceai. - — = 0.3 {0:9 — 1:0 0.3 — 5.4 
Larix te = = = = = = = 0.4 
Nyssa 0 ~ - 2a OS = OY bie — 
Carya 1.3 — Ware 2029 — 0.2 0:6, |) 0.5. 704 
Alnus I (CRC RI ET IOS 35) 3.3 1.9 
Corylus i= 1.6) 0:8 ie = 0.405 ee 
Carpinus OA (0.9 P2625 7079 ARES My OS oe nels) eee ed RZ 
Betula 0.2 - A — 0 0.4 — — 
Tilia - Ones OF9 - = 0.2 0.3 —ー - 
Juglans 1S - 1.5 U4 6 '= - 55 = - 
Quercus 0:3 05.4) 0-54 = = (ORO - 
Salix = = 0.2 = 0.6 x3 Os Te E02 — 
Ericacea 0 0 OE OG OO ESS 
Gramineous 8) 16> Pl. OF le SC mace EU Uulpar oaa ro anal le as) 
Taxodium 22.0.8. ok! 0. gene ek 2A, EN Oa ON 
Gly ptostrobus = — 


Alnus, Corylus, Carpinus, Betula, Tilia, Juglans, Quercus, Salix, 
Ericacea, Gramineous 等 が 観察 され, と これ ら の 中 Sequoia Ht wMw Cc 
多い た あめ 花粉 数 は 夫 x 220~270 AKA, その 百分率 を 示し た 。 

と れ ら 花粉 型 に よる 構成 其 態 (花粉 分 布 ) を 示せ ば , 第 1 表 及 第 1 図 第 
2 図 の 如く に な る 。 

どい に Sequoia と いて 示 じ た の は , Sequoia FE Cit Metasequoia 
Taxodium, Glyptostrobus, (Sequoia, Taxodium, Glyptostrobus D= 
Mit 4ORKRACHMRAERIKERR, KEAN ROR IB PA © HEA & 
し て 検出 され て いる が リ り , 最近 Sequoia は Metasequoia, と ト いわ れる 等 
を 現 わ し を も の で ある 。 と れ ら の 花 総 は 伺 れ も 球形 で あり , 叉 , wa BEE 
宗 起 が あり , 然 も 後 二 者 Taxodium, Glyptostrobus, は その 寺 征 分 に 


1) 佐々 保雄 : JERI ROR ASR (前 出 ) 
2) ZARATESR Ee (AZEBERE) が , Chaney fac GB7E % GRR L 7c SE RPIBA Lic 


ee ae a ] 91 


74.7 73.5 83.5 £6.3 79.9 76.9 68.1 70.0 88.9 €8&2 77.7 79.4 80.0 78.5 
M5 soe 15) 4 OS Sead 7-0 20NGuet 404 Ae Ol 4.510 19°40 Ore o29 10.6 


Seg mes oS In O(a: BGO Ae tDigk ah.) SOS Oso meted 
PU RE a2 iia es plain! hort ee a ET R05 
Rod SON SPOR amas oy Eo tea SH (iy earns cates eg 
Ged ne 0 as bag. 05> Wiad 004 

2866.0 Dita CA 26.0" 0. MS D8 5-B.3. 1/8 2.5 2 PEARSE 
UA ie ee AeA ge OA Bits 0 TE hc 0 eee OES 
DO CE RI SE A a O66 ee. GUS 0009 
(23 «= = = is Fe Fe = = = — O002 
OS I Ose RT oe EE A ON 
SUSIE tg EP nT eae SSN ee a Os RS ne Ra DO ieee eT 
= 0.6 — — = = = = — = 0.7 = = 0.1 
ee ae tee tik he Wy ln ot, oe ma 
RON OE A 1 08-180. 622 0 Or ee: OKA Pa es 
OO GEO eels Ss SS See OD LO oy LN ASS eS 
Ste iGie = ONG 2 100.42). rcs ae wef vO. Foe 0 8) SOs 
lo ame ed TL Ee | ge) EOS CCA |), ann ge 


分 裂 し 庶 部 で 相 接 する と いね われ る り 。 前 二 者 の 夫々 及び 後 二 者 の 夫々 は 大 
さ に よ ょ つて 区 別 され , ABH 28.54 Db, ERI 29 一 41 を 
Sequoia EL, LOO RE eee Metasequoia と し 
CWS, Taxodium と Glyptostorobus jt PAPHRILK x 28.5-307 と 
23.54, 上 野 氏 は 後 著 の み 逃 べら れ 30-3lp と され て いる ^“。 

筆者 は と これら 四 種 が 含ま れ て いる と の 仮定 の 下 に , 150 fico top 
測 に よれ ば , 最小 は 16.5, 最大 は 42x CHO, その 間 連 続 的 に 変化 し , 


7 その 中 27.5 一 31 の る も の は 81.2% を EARL, 同様 連続 的 変化 が 見 られ な た 。 


と の 様 な 大 き さ の 観測 は 可 成 り の 誤差 が 件 い 騰 ち で あり , 然 も と これら の 区 
兄 が 植物 学 上 充分 に 明か に され て に いな いと 考 を られ る 為 , 本 研究 に 当 つ て 
は 此 等 の 区 別 を 行わ ま , 括 し て Sequoia と し て 現 わ し た 。 然し 筆者 の 
観察 に ょ れ ば その 大 年 が Sequoia 若しくは Metasequoia と 考え を られ る 。 


1) J. Nakamura: Fossil, pollen in the Nahari Lignite (前 出 ) 
2) 上 上野 実 朗 : 227A 7TOUEBICOW C, 日 本 植物 学会 議 講 昭 25 
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me C#EBAIC Taxodium 及び Glyptostrobus EL TH DLO, と 
_ れ ら 二 種 が は つき り 識 中 し 得 た も の に つい て の み 示 し , と これ ら は Sequoia 
に 入れ て 計 息 し た 後 , 別に 又 計 算 し た も の で ある 。 

WC, 以上 の 花粉 分 析 結 果 か ら 見 れ ば , 二 地 点 の 両 石炭 訂 例 体 を 通じ て , 
花粉 型 及 びそ の 量 は 殆ど 論 ら ま . 又 両 者 殆ど その 分 布 其 態 が 相似 で ある 。 
此 等 の 中 , Sequoia 類 が 圧倒 的 に 多く (平均 81.9%), KRCEORIE 
か に 僅少 に な る が , Pinus (平均 7%), Alnus (3.5%), Ericacea (1.7%), 
Carpinus (1.5 % ) 等 で 、 李 は 僅か に 散見 する に 過ぎ な い 。Gramineous は 
常に 併 つ て 検出 され る 。 

ROP RIEL RRITL OL OORT BORN 1k, Sequoia 類 は 
前 者 (平均 85.2%) WHE (78.5%) より 多い が (67%), CORRE | 
Pinus に よ ょ つて 補 わ れる 如く , 犬 果 植 物 に つい て 言え ば, 殆ど 等 し 割合 
と な る と と が うか が われ る 。 その他 に 於 いて は 若干 の 相違 は ある が , 花粉 
型 及び その 分 布 其 態 は 似 て いる 。 然 も 図 に 見 られ る 如く , 全 層 個々 に つい 
て る も 言わ れる 。 . 

此 等 処理 前 の 各 粉 炭 試料 を 混ぜ , その 花粉 分 析 を 行 つ た 結果 は 第 3 図 に 
示し た が , と これ は 当然 その 平均 値 を 示す る の で ある が, 両 層 の 個々 の 分 析 — 
の 結果 の 平均 を も 合わ せ て 同 図 に 示し た 。 こ と これ 等 は 本 岩層 を 代表 する も の © 
と 考 を られ る 。 


第 3 図 両 塗 の 下 均 及び 各 試 料 を 温 じ た 花粉 分 布 図 
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fa, AAPOR = ARDS RS M1 7eHMILEY Om, それ 等 の 
花粉 が 不明 で ある た め や , 全く 認め られ な か つう た も の が ある が が , MAAN 
1) 佐々 保雄 : 北海 道 石 疾 人 鉱業 会 々 報 (前 出 ) 


Adi TER: 前 述 Chany HAICkS 鐘 定 に ょ つこ てこ 新 らち た に 追加 され た 植物 化 
: ADEE ep 0 0 
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- yeFE Gch, Pinus, Picea FEL Ck Keteleeria, Nyssa Ericacea 等 は 来 


ma 


発見 の も の で あり , COUBORMNDSBRKKED OMFSNS, 
結語 

以上 の 結果 か ら 推 定 し 得る 事実 は , 両 石炭 層 共 を その 上 下 を 通じ て 殆ど 同 
様 な 花粉 分 布 を 示し , Mo 地点 の も の に つい て は , 夫々 若干 の 相違 は 認め 
られ る が , ZISREMUMOTEM BEART CECHS, MLC, 此 等 の 事 
実は と の 両 地点 の 本 石炭 層 の 生成 に 於 いて は , その 当初 より 終り まで 殆 ど 
ど 同 様 な 気候 及び 地形 的 短 件 の 下 で , FIC ADR: BID BA Sequoia 
と Pinus を 主体 と し , それ に Alnus, Carpinus, Ericacea 等 人 が 任 つ た を 森 
林 構 成 に よ つ て ゃ たら され た も の と 思考 し 得 ら れる 。 か く て , WSO 
は 花粉 分 析 結 果 か ら 同 -- 炭 層 で ある ろう と と が 推定 され , 地質 学 上 の 対比 と 
一 致し , 石 央 層 の 花粉 分 析 に ょ つて 石炭 層 そ れ 自 体 の 対比 が 可能 で あり , 
地質 学 的 不足 を 補う を の と 考え られ る 。 


大 分 懸 玖珠 鏡山 に 必 け る 母 岩 の 絡 質 に 就 い て 


The mother rock’s alteration in the Kusu mine, 
Oita Prefecture. 


AF 亀城 (Kameki Kinoshita) 
7 田 邦 # (Kunihiko Muta) 
Abstract. The marcasite-native sulphur deposit of the Kusu mine 
is shallow seated epithermal replacement type and the ore forming agent 
may have been an acending hydrothermal sulphuric solution of volcanic 
origin. 
The mother rock alteration of the Kusu mine are described in detail. 
They are characterzed by the zonal arrangement of wall rock altera- 
tion such as silica rock, kaolinite clay, ore body, kaolinite clay and 
original rock from the surface to down ward. 


1 緒 


玖珠 鉱山 は 大 分 県 玖珠 郡 飲 田 村 地 蘭 原 に あり , 昭和 24 年 村民 に 発見 さ 
れ 以後 現在 に 至る 包 硫化 鉄 伏 を 採 手 し て 来 た 。 WRG 角 関 石 安 山 音 の 円 
pie, FMT OD Lb te BRB, TOK IAC ERIC IRIS BEALE » BER 
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+ > て j x a + - 
鉱床 で , 鉱 体 は 不 規則 な 現状 を な し て , FEL SELL re Bick ACRE 
硫化 鉄 鉄 は 宇 に 黒色 土 其 乃 至 塊 駄 の 白 鉄 鉱 を 皇 と し 硫黄 と 混在 する 。 
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年 度 産 #A (Hi) Ted 位 
24 年 4 月 12 月 585 ae ok 38-40% S 
a gr 42-44% S 
25 年 1 月 へ 12 月 6997 % ar 43% S 
26 年 1 月 11 月 5800 現 在 35% S 
(8.9.10 は 休 山 ) ; ' 


SCRE PEAKE DEC RARORS Cid, 硫酸 性 深 液 の た め あぁ アル カ 
y, Al, Mg, Ca 及び Fe 等 が 可溶性 の 硫酸 者 と し て 溶出 され る た め 著 し 
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いい 理化 作用 が み ら れ , 母 岩 の 変質 に 興味 深い も の が ある 。 杯 録 床 で る 鉱 体 
% BOT LOM S ECHOES WS TED S, HPT A Dy « 
TRIFEO 1LBROSMIRA, HAA ROMELSL CH SHBIC TL 


See So ee 
ea 
= 


Spe ae 7 rt ¢ _ 
* ] ? 
ン 
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固定 され , 更に 鉄 の 1 部 も る 硫化 鉄 を 生ま る と と も 考え られ る が , AGRIC. 
於 て も , SARICHL CH AY » ERO OTBICIET B, KICKER 
PULNCRS BALE AOE OIC E ODAC CRET ZS, 


I ARB ORR 


玖珠 鉱山 は 昭 策 24 年 5 月 初め て 開発 に 着手 され た 鉱山 で , 現在 迄 に 第 1 
ROMS HAE BS CHS, 

即ち 26 年 8 HA APHICES MEH SIE 最高 月 産 額 1000 MIC y 
oC EN - 位 の 高額 を あげ て いた 。 

BiB ¢ PRL Pens 10 月 再開 に 着手 , 現在 は 取 明 け を 行う と 共に 約 400 

RI SE 

ilk. MARMRRVUBRROBK 

DERG UOGDROBRE EES b OK HPAL Ob i EROS 
砂 よ りな る 砂 春 層 と , PRES ROKURES Eom), WEB Lb thie 
BEETS, WHECAHOAILEL(, B& RUM) ICZLVE* OF 
HER OED b ODFERUC OPS Ke VBL S CLOCK, 最も 
厚い 部 分 で は 30m DEC&EL, EB RICRREMEO KUURROE 
WEEELT SDS, 下部 で は 径 数 cm ~ 10cm CLEFT ZAR EEST 
Bo WRITE VBBICZOC, VISAS FB RICISET SZ, BD 
ち 玖 珠 鉄 山 で は N40°W に 走り , 北方 と 60°~40° ARIS 2 BE Icie 
そつ て , EMCEE ERDAS SAS. MANILA Rb OMS 
る 分 布 を 示し , BHO Ms AEC hb RASS, 

BCU OME E KEG ICHOCHL VM KWHB ERE SE, と の 
BD EE PC IL AULD We RR, SLO —EBDSUEICAS Fie BRO 
HAHN, : 

PERG U-CH EL CPRGLMG OIC HR S I Fe SAK IA AFRO CRASS 
NK, HOE D 15m 附近 に 現れ た を 鉱 体 は 右 1 番 の 分 岐 点 附近 か 
ら , 右 三 番 の 中 央 , 右 三 番 左 鐘 押 と 著しく 膨 縮 し な が ら る も 母 岩 の 走向 に 流 
つて 75m 以上 追跡 され る 。 BICLEOPBMIC hE A= RS ICI CK 
EBD, OFAVO AAPL DAL RICAN TT 3. PPE IIE 
iC SIRES: ICH PO SMA DSHS D, BEET ETSTIC IAC BPSK ICFESLL | 

Feo (第 2 図 ) 


IV. @ 質 岩 の # HK 
AB SAKD SDL N LEASE LY, BEBO S 4 Oc eet 
PROWLER, 雌 等 変質 帯 の 配列 は 一般に 未 変質 ( 叉 は 弱 変 質 ) 帯 
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第 2 図 Km Ws KO PP he 
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“iy, 
Yj, 065 25 60 
Uy 
Vi 
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Wo N 
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ANE Gees: | index range 1.553~1, 560 


@ 1.663, 61.674, 71.684 y—a 0,024 


XK VRE, Y 黄色 , Z 赤 福 色 , Yaefy 14° 


ICEL CHESSELL, 鉄 休 は と の 粘土 帯 中 と み ら れ , HICH EB 
つて 多く の 場合 往 化 帯 が 発 土 する 。 西 し て 鉱 体 上 部 の 丘 際 部 に bL CEE 
(EE NREL OIE EBLE SRBC, 

Fi 3 BUA PSC HD 5 SRA OD BERL IELOCH SB, 


mR 2 8 x ON ng 


3M ATE RUA—SRICHN ZERO 


ee pe 
BRHCG 


[| # UF 

MM) ei 上 8 ry) 
| GB aut th 
(te OH 

0 25 50 


ROC SAKE ANAS Z OEE BL CHK 2~10cm 時 に は 数 10cm に る も 
達する 陳 幅 磁 及 び 角 磁 よ りな り , 角 関 石 稀 に 輝石 及び 妊 長 石 の 斑 品 を 有する 。 - 
(1) AAR bat Onbeee & (eS APIA EL AIS 2S a ~ 
fA Hic lcm ~ Imm OF SFEK WAR AEA, MCHA OUEsN 
を 有する 岩石 で , DRIES CO BICRALE bP LOR EHV, SIF 
“CLD EDBYIOTE CRRA, FLAT OWSLEY FE B 5 

aad Pet AAE SY Avis HNAROHA CHOC, KOK 
a DIR 21 a SPAT IC EOC AES ARENA GK AE, 多 色 性 る 稽 々 補色 味 
を 増す が , BICZAO LA KLOCRHOT KALE DPB Bi <i 
De ee ee eee — fic SBA kD % 
Bronal ‘plane と を 変質 作用 が 常に 著しい 。 叉 稀 に 変質 され た 角 関 石 


98 BBM Rea 


CROC HPMOMME BES CEMDS, (第 4 図 ) 

REA Lae k 0.4 BAER 
を 蒙 り 難い 。 変 質 作 用 の 初期 に 
は 府 長 石 中 に 液体 包 吾 物 を 有 す 
る 大 小 の 志 泡 を 生じ , 多く は 
zonal plane 応 そ つて 点々 と 並 
ぶ が , 更に 変質 作用 が 進む と と 
の 色 有 庫 物 は 失わ れ , SEAICZO 
CHB TRILL EK, EHR 
TMA ROR SLT EGR 


2 aKa at $3, (HAALELL, Mt 
RS ONE k DIS) BLED 
H.. ff BG 変質 作用 は 必ず し る ゃ 結 品 の 外 締 
BLS Gd Bileerc Sic 


cKL CANA® Lowtect me HOcCAME 
り 進 場合 が 多 に 。 こ と の た め 多 . 

く の 場 合 結 曲 の 邊 終 は 変質 の 後期 に 至る 迄 明瞭 に 保存 され る 。 又 結 品 の 犬 
小 は 変質 の 強弱 と 余り 著しい 関係 は な い が , 一 般 に 石 基 の 部 分 が 筐 品 よ り 
も 変質 が 著しい 。 : 

な 磁 鉄 鉄 は 変質 作用 の 初期 で は ほとん ど 変 質 を 認め ま , 硫酸 々 性 溶液 
に 対し て は 比較 的 に 変質 され 難い に も の と 思 れ る り V。 

(=) SER SREB HLBO LAC, HAE ROCESS 
砂 際 層 は 著しい 球 化 作用 の 結果 , FAX SLEEPS, SHTICHE 
し た (2), (3) は か まる 妊 化 安山岩 奏で , 話 品 及び 石 基 は 総 て 非 品 質 又 は 花 
微 品質 の 東 酸 に ょ り 交 代 さ れ , 駒 和 白色 の 石 基 中 に 旧 筑 品 の 輸 廊 を 示す 白色 
~RAEO We HEL LS, BEF Cla VERORAAIC LOTR] 
AU7CDEAN-?, FRA ASBE BORIC PRI L Fe RO ES & BRO Cit, し まれ る 
PHT PUNE LO 非 品質 暗色 の 球 酸 に よ ょ つて 交代 され , Bric Hak, 
金 紅色 , 明 北 石 及び 黄 鉄 鉱 を 散在 せ し む る 。 共 生 讐 物 中 特に 興味 深い る の 
IA2R A AIC HEC CREE Ft ST EG, "恐らく 交代 作用 に ょ つて 2 区 前 
IC, 叉 は 非 品 質 水 酸 の 再 結 品 作 用 に ょ つて 生じ た も ゃ の で ある 3 う 。 

(>) Hisar 鉱 休 周 辺 部 で は 砂 層 は 白色 ~ 黒 青色 粘土 化し て いる 。 
TC OUMA ER ABEC AE TRAIL DAV VICBA, と れ を 遠ざかる に 従 つ て 壮 
酸 質 の 粘土 に な る 。 


a. 球 酸 質 親 土 分 析 表 に 示し た 如く ほとん どど 微細 な 蛋白 石 質 の 非 品質 江 


PIECE LY 


1) ©, A, Anderson: Am. mineral. Vol. 20, P 240 (1935) 


< - n= f 


ee We Fe RE BO 99 


FR (R18 1.46 ~ 1.50) より な り , 僅か に カオ リン , HABA, WREAK 
金 紅 石 を 認 む る 。 硫 化 鉄 に よ つ て 鉄 染 され る 場合 は , 硫化 鉄 の 塔 加 と 共に 
更に 白色 淡白 色 衝 透明 刻 至 不透明 な 蛋白 石 に 妥 着 され た 球 化 岩 其 を 示す 。 
FED TC ih ek Clk ( OWA HAIKE RS Tao 

free A LRAT 1.45~1,47 CHOC, BIC EL RICKARERAK 
を な す 。.( 分 析 表 4. 5) 


2 8 Dt VHAPOXRBREK te 
is | 2 eee | 8 Baroy | 4 AR OR 


I ame Py d I | d I d 
sst 7.14 10 7.08 ? Gist ? ee 
st 4.45 8 4.39 8 4.44 7 4.43 
st 4.16 | } | = ee 
m 3. 83 | 3 3. 90 | 3 la 98 = - | 
sst 3.60 |( 2 3. €6 = = 3° RCO 
sch 3,37; 1 10 3.54 10 3.56 = = 
sch 3.11 . — — - - 1 3: 0/sm 
ssch 2. 780 i 2 78 1 2. 83 = — 
st 2. 54 64 54 68 2:56 65 2°85 
ss Day 64 2. 34 €6 2. 34 68 2.47 
ssch 2. 208 1 2.20 1 2.16 - ーー 
m 1.997 2 1299 — = = ~ 
ssch 950 — — — — = - 
sch} 1.850 1 1.84 4 = Z = 
sch 1.793 1 ao ~ - = -- 

- — ( 4 eee 1 1. 67 { 4 ie 68 
st 1. 666 

m 1. 625 | 1 ly 2: — = | 3 |, 62 
ssch 1. 586 — — — -- - - 
sch 1. 549 i 1255 = = = ab 
st 1.493 5 1.49 1 1.50 10 1.49 
sch 1. 345 3 N92 _ = — = 
m 1. S09 - —ー - — — — 
sch 1. 288 2 1.29 2 = 2 1. 28. 
sch 1230. of 2 1.2 = a 4 J. 24 
(#£) 1. G. Nagelschmidt: Z. Krist., 87 (1914), 120. 

2, 3. RB: FBSEHUR 第 2 集 p. 198. (昭和 24 年 6 月 ) 


b. AAV YEA 第 3 図 に み ら れ る 様 に 鉄 体 と 分 布 的 に に 最も 密接 な 関 


es 


100 | 8 BE in BR 7 Bins: 


eS sates 


係 を 有する 。 カ オリ ン 質 粘土 帯 の 厚 さ は , ' ALK SAE AE BRE 
する の で , SPREE MKT oo : 

親 土 の 大 部 分 を 構成 する 鉱物 は DAVY RORAAG, と の 外 明 栗 石 , 
金 紅 石 及び 白 鉄 鈴 を 件 う 。 カ オリ シン は 常に 微細 で 結 品 形 る 余り 明らか で な 
Yn, 第 2 表 に カオ リン に 富む HLOKKMO X 線 粉 末 和 写真 に よる TR 
の 値 を 示し た が , 従来 の カオ リン に 較べ る と 程 折線 の 数 が 少く , BDA 
骨 で は ある が 良く 一 致す る 。 叉 他 の ヵ カオ リナ イト 族 の 鉱物 と は 各 廻 折線 金 
体 が 中 を 有 し , ERC Ee, 更に ディ + ツ カイ ト と は 3.49, 1.32 等 の 
FARK ZIC KL 1.62 の 線 を 認 む る と と に より 区 別 す る と と だ が HB 
来る 。 

COM is OR SIL 水平 電 道 に 於 て は 最大 20m (CEI, 一 般 に 5m~ 
50cm の 巾 で 現 出 する 。 
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変質 作用 に よる ゃ 諸 成 分 の 変化 を 知る た め に 各 変 質 益 に 就 い て 化学 AY AE 
GIO? 


SiO» 62, 31 &6.62 87.53 73.61 ° 87.44 48.12 49.48 52. 90 
Al,Oz 16, 32 1. 34 OLE Slirace 0.14 20.26 33.82 31.30 


Fe; 0s) - 
Feo f 6, 18 0. 64 0.94 14.34 0.75 7.48 2.40 3. 10 
+ MgO Pe) EE な し ale, BAC: 0. 55 ~ - 

CaO 7.91 1.55 2.76 3. 26 3.79 0.77 0.45 0. 30 
Na,O 1.51 — = - — n.d n.d n.d 
K,0 0.56 — — - ー n.d n.d n.d 
H,0(—) 0.13 0. 82 Led 1. 20 1.56 _ 14.64 13.99 11.01 
Teloss 1.03 6. 58 4. 94 5. 60 2. 82° 


TiO, 0285.5) 28177496 0 2200-4. Se6792 Oa oT: 


S 0.004 0. 62 0.16 0.14 0.15 8. ZI n.d n.d 
SO; 0. 06 0.17 0.13 0. 29 0.41 n.d n.d n.d 
合 + 100.07 160.65 100.26 100.51 100.&3 100.98 100.18 98. 48 


1. fA (FR GRIC BEE EI A) 2,3. ERE ASDN #2 LU (SK_ESB) 
TH AER PRET HG ESMEIP: SIL BO 5. Ate hice GRRE) (Gk 
PRR aE ¢) 6. WAY EEA ( 鉱 体 に 接する 部 分 ) BUESROED 
b 7. PRS AOE FY) PEM (KIRAES BO) 8. 同左 ( 水 
KALE V2 4 D) 硫化 鉄 に 特に 逐 し と も の 8 

( 誕 ) INS 狗 分 析 者 国分 信 英 6 へ 7 AEST 


2 


PRED: 地質 学術 誌 54 窟 p. 628-630 AB 2 
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wh Sa HK 101 


BIC LH 4 RICA GRE RADBRIOMME TF 7 ICKOCRL Fo 


第 4 ZORANCTNG Sat © ZE(b 
1 Be (ADU) 
4a shies 
S102 ぱ 「/1o% に た に て, ALLOstd /e%iCcTRL Ko 
MAA VYEHOS KRU Fe203 は EeS EL TB 


出 除 いた 値 を 示す 。 

123 4 123 4 
11 il 
iO; 10) 
9 9 
8 8 
opal 7 
6 6 
5 5 
A 4 
3 3 
2 2 
} 1 
Oo oO 

Bem 1% 

men 


(4) SiOz … HAA CARL T SAS, BUCA CIARA E b & 20% 以上 
SITS, MSMABL OLD 5 VERA PICKEL, EE(LHRN 
加 る 事 が 考 を られ る 。 WICH CIAO SiO, の 残 在 と 共に, HW 
RENE FA ATIC ET LD OLED BT EDT N EL VERE Esai 
ZtOLERNS, 

(=) Al,O;-- Fie Cle BF AML, HGH CHERLAE 含ま れ な 
い 。 HPAES CME CO AIO; (AAO ALO; が 殆 ん ど SAT 
の 場所 に 形 を 変 を て 固定 され , BROMO LMA E LU CHEO I 
部 を 構成 し , 他 は 沙 液 に 依 つ て 東 化 帯 べ 運び 去れ た も の と 解 了 科 さ れる 。 を な 
SEH C Al,O; 1.34% を 示す LOMBARALBAT Zeb) CHS, 


102 a Ue mwa KS & ae 


(へ ) Fe,Os … BERGE EET SSMEVERE BO CHSKRwH, FeO; の 
Writ A OHA AS Cho, PRU ELA CISSIAIE LA CREE NS, ZIC 
Recess 一 般 に に 青 粘 土 と 移し , HULRORUEE FAM 6~8% の 
Fe,0; S83 2, Mi theo Fe.0; Lok AFeMT Sa, RWsEK 
差 な と 。 と れれ は 粘土 帯 の 生成 が 弦 酸 性 熱 水溶液 の 作用 に より 行 れ た まめ , 
原 岩 下 の 鉄 分 は 白 鉄 鉄 と し て 元 の 場所 た 固定 され た も ゃ の で ある 。 

(=) アル カリ ・… PEA CH PRET S LEICA CIES (RESNSS. 
— fPIC AR BAIT A CIERRA CA RRROA SHE, THI 4B WAAR 
7EPRSIIT ABE, BES TO CE ae 

(4) Ig. Loss (Htc HO より な る ) Hae CRAHIIL, EH 
ChB E bitsetis 3, 

(A) MgO. CaO -- WE EYL CMDS S, 

(hb) TiO2…: 各 変質 岩 を 通じ て いま れる 増加 する 。 と これ は Ti BALA, 
白 チ タン 鉱 及び チタ ン 鉄 録 と し て 変質 岩 中 に 残り , 取 去ら れ な いた めで , B 
質 作 用 の 際 に も ゃ し る ゃ 変質 岩 よ り の 成分 の 除去 を 幸 と し , MRI ORL UK 
分 が 余り 加 を られ な いと 残存 し た Ti の 含量 は 原 岩 中 より る も 増加 する 。 Ti 
Dit (5) に 於 て 最も 増加 し て いる が , 本 岩 は 徹 気 ダス により 変質 され な た 

CRN SARAMEC LkDO Ti の 特性 を 明らか に 示す もの で ある ろ る 。( 未 完 ) 


i] 


RTI Dana’s System of Mineralogy (7th edition), Vol, II, 
C. Palache, H. Berman, C. Ftondel. KB#OM—Az7s 1944 年 に 発行 され 元 
Onn, 硫化 鉄 物 , wien, 酸化 鉄 物 か 写 載 され で 以来 , SBSH COR BOBS 
BET Satie BRD USES EC TRC, 形態 は 総 て 複 円 測 角 器 の 測定 値 を 表示 し , 
文 結晶 舌 造 に 関す る 恒 数 , ASS NeHEL, 多数 の 新 鉱 物 も 述べ られ , BEM aK MA 
We ¢ BE DKW) ARABIC IIL) られ て いる ORG Haltdes (Class 9, normal anhydrous 
and hydrated halides, 10, Oxyhalides and hydroxyhalides, 11, halides comple- 
xes, 12, compound halides), Carbonates (13, acid carbonates, 14, anhyrous 
normal carbonates, 15, hydrated normal carbonates, 16, carbonates ccnta- 
ining hydroxyl etc., 17, compound carbonates), Nitrates (18, Normal, 19, 
nitrates containing hydroxyl etc., 20, compound nitrates) Iodates (21, Normal, 
22, iodates containing hydroxgl etc., 23 compound iodates), Borates (DF, 
Esti la, Class 24-27), Sulfates, (Class 28-32), Selenates and tellurates, etc. 
(Class 33-34), Chromates (Class 35-36), Phosphates, avsenates and vanadates 
(Class 37-43), Antiumonates etc. (Class 44-46), Vanadium oxysalts (Class 47), 
Molybdates and tungstates (Class 48-49), Organic compounds (Class 50)) Says 
ら も 上 靖 か な ERIC) 分 類 NeN eS ccty Lh, PRIS FR YC で て 系 統 的 に な され , Sento LC G, wb E g 
TER CH bie (MAIER AE 9. 2. 1), WSR BRC EE) CHD BH, Ho CHE 
数 も 書き 改め られ て いる 。 HeePAAICH DO, 不透明 鉄 物 の 光学 恒 炒 る SRS Cw 
Bo AB 1124 Fick 2,000 種 の 鉱物 が 述べ られ て いる 。 (John Wiley and Sons, 
New York, 1951 年 12 月 発行 , $15. 00) (KAR) = 


yt 


RAR tae 


7277, 3k&XAOWR Donnay, J.D.H. 
Hic Friedel (Lig AIC 13 種類 の 双 品 
が ある こと を 理論 的 に 予言 し て いた が か, 
その 後 B6ggild 等 は これ ら を 見 出し た . 
即ち (1) (110) & WBE L, 90° fete 
する も ゃ ので, BAWMELTAS, (2) Mss 
iy [110], 180° eg, (3) Wes (021), 
120° 88, 接合 面 は 不 規則 , (4) SW 
[111], 180° yeas, WH. (5) WE 
(001), (6) Wee] (100), (7) Wa BI e Be 
合 面 (112), (8) WML A Hi (112), 
(9) WERICHeSiA (110), (10) Weil 
F111), (11) 双 昔 買 (001), 90° Feiss, 
と れ は (9) に 類似 する 。 (12) WH Hh 
[201], 120° E88, (8) た に 似 て いる 。(13) 
Wes [201], 120° RRS, (7) に 似 て い 
Bo 

ここ RICBIECWED 見 られ る こと は 
Eas (8==9011^) が 90° に 近い こと 
Lil AS\C BERD 2 Sc 即ち X 線 的 に 求め 
られ た 軒 話 は a: b: c=0.973: 1: 1.390 
で , 双 品 が 現われ る た あめ の 條 件 を 求め る 
A DC Ca, COS Bi i GAL: 
TE OE 
WALT SHE FAICIL EIB FO BHO 
操作 で 説明 され , LIKE ORF dsb 110 
/110/001 Cia CB bNS.0 (FAIC, 
本 論 交 た に は D. Wrinch 博士 の 見解 と , 
と れ に 対す る 筆者 誠 び た に G. Donnay iy 
氏 の 検討 2 附 記 され で て いる 。) (Am. Min. 
37. 230—243, 1952) [大 森 】 
7278, RETO BA GER S 37- 
BORRET TVA Stieff, L. RK. 
Stern, T. W, 

CTHRILIL フイ ルム を 使う と , © 
と 国道 が 撮影 され る 。 MRIXT-AbS 


ンコ ュ メ ツク の NTA, イル フォ ー ド の CH 
2,27 {Vv AlLAXY FAH NTB EHO 
て で, WA AULHARS BAO HO BNE 
UNRIBVT OSCE SHR, この 方 法 を 
述べ て いる 。 (Am. Min. 37, 184-196, 
1952) [大 森 〕 
7279, RHBORICKS SD SORBA 
の 決定 Rowland, R.A., Beck, C.W. 
AIRS BAA? BRAC BIL 示 差 熱 分 
析 に 依 つ て , 0.3% ¢ RIC 少量 で あつ て で 
も , 定量 的 に 決定 する こと が 出来 る 。 こ 
れ は 方 解 石 と 所 圭 石 の 混合 比 ぐ 変化 た 位 
DC, 熱 卓 線 の つ ヽ む 面 積 が 変 作 する と 
と に 基づく も の で , calibration curve が 
EBA BSVGW4Ao? Am Min=<37, 76= 
82 1952) (Ks 
7280 堅 珠 を 検査 する 新装 置 Benson, 
BS : 
ニニ ユー ヨー ク の Gem Trade Labora- 
tory で 最近 , BUR RAT S DO H 
らし い X tit Bun Sh ro ASH 
(LGIZICMT AD BK REEL LOK 
RRO XPS HL ORL 保存 され 
CWS, SEES Ni X MRO E 
は 30-90 KV で , 電流 は 4-10 MA で あ 
OD, これ に 特別 の 附 局 設備 が と りつ け 
られ て 居り , 
フイ ルム を 置い て 撮影 すそ 。 本 装置 に 依 
IT, FAOLERICINT ZO BO HeeR 
層 の 厚 さ が 分 9, LEONE b PRAT Bo 
(Gem & Gemology, 7, 107~112, 1951 
—52) (KAR 
7281, New Zealand Fiordland 
の wilmont Pass #£7§#4 Htton, 
Cn O: 

Wilmot Pass CHA BEAY TAF 
HICH RA RODEO METS, Hak 
FEO, Bile Hak A Rekkedh HES 
る 。 そ の 化学 分 析 の 結果 は , SiO。 32,20, 
Al,O; 17.18, Fe20; 3.79, FeO 10,38, 


叉 真 味 を 入れ た 系 の 直下 に 


LL 


y 


—_ 
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ABOMOREeB | 


TiO>. 0:74, MgO ~ 0.69; CaO -11:95, 
MnO 0.26, Naz0 tr., K20 0.02, ThO2 
1.05, Ce20; 9.06 La,O; 9.24, Y205 
0.72, H,O+1.89, H,O—0.29, Total 
99,46 で , その 化学 式 は ~ (Ca, Mn, Th, 
Ce, La. Y)y.gq (Al, Fe”’, Fe”, Ti, Mg)3.06 
[(Si, Al) O4!s(OB)ia7 に 相当 する 。 比 
Blt Do2°=3.99 で 光学 的 隆 質 は 炊 の 如 
Gen So- C=17/63)-B=1 (168, y= 
1.788, X= Yee, Y= Ree, Ze 
fara, LosY >, Pov, 2V=(t 97% 
PbO 0.01% で こと これから 鉱物 の 年 令 を 詩 
算 し て みる と , RRORY SA fb REA 
の 時 代 よ り 笑 に 新しい こと に な る 。 筐 者 
(LOGA AR, HHO <24BRA 
が , 更に 新しい 時 代 に 熱 水 に た に よ つ て で て 再 結 
上 赴 ; 理 分 布 し た と 推論 し て いる 。 (Am. 
Jour. Scie. 249, 208~214, 1951) 
[長谷 川 

BASRA YS 
7282, Em BI8O REA Goodspeed, 
Gre: 

BAL aie (tia ek aAo BH 
に 於 ける 特徴 , 岩石 学 的 議 括 を 挙げ て い 
る 。 そ し て 費 入 岩 の 位置 の 占め 方 , 分 化 
の 仕方 に 関し 簡 堅 な 議論 を し て いる 。o 

変成 作用 に 起因 する 花 答 岩 天 の 移 化 相 
を , 詳 述 し , VUSSORIO ICAO Be 
faite, metamophic migmatite 等 
を 老 へ て いる 。 UN bICRVY CLE 
研究 例 を 挙げ て 述べ て いる ( 例 へ ば オレ 
ay. Cornucopia の も の J)o 

geochmical 7; Ar Sts (hia ate 
FADER BENEDICT TIL, 細か い 
特徴 で 示さ れる 詳細 な 論拠 や , = FETE Re 
岩 類 と 廣 域 変 成 作 用 と の 関係 か ら 議 論 し 
で いる 。 

若干 の アプ フライト, ペ マゲ マタ イト , 石英 
BEL TERUEMLA EFI 40> 低温 に 於 ける 備 


KEE LCHRE BN So | 

BERNE, BLU MRRGES St 
る 花 賠 岩 類 は 流動 化 作用 (Rheomorph- 
ism) の 例 と 解せ られ る 。 そし で か ヽ ょ る 


«EY SORMBS, magma に 対し 


て neomagma と 呼ぶ o 


. 22H (r lantern slide と 称す る 大 き _ 


な 薄 片 (3x 4D IN) が 岩 娠 起源 の TE 
賠 岩 が 或 は 変成 起源 の 花 向 岩 か FLO AT 
か の ““critical features” を 硝 究 する に 大 
い に 役 立つ とこ と を 嘱 張 し に いる 。 (Geol. 
Soc. Am., Mem. 28, 55-78, 1948) 
CTE) 
7283, Pennsylvania Jj] Philla- 
delphia の Wissahickon 片岩 の 
Sey tA@ Wycksff, D. 

Wissahickon j#¢ Shei: 2AE 
Wives 2 SRF HR O aPEKLL CL >So 即ち 
Slt Hate EER -— AR 
び 十字 右 - 藍 品 石 準 相 ) に 属し , 前 者 は 
圭 線 石 父 は 正 長石 に 依り , BRHRESBA, 
TPA SBA, PARESO SimICEHR 

VRBO‘ AREA BEAcHeey 
STHICMIBL TW So PEL— MITRE 
A -EPRABW EEA OBIE RS bi 
6° BRlIRCHRA-TERA TERA 
——- BEER aA — REEIR AO OK 
物 組合 せ を 持つ た 岩石 の 吟味 を な し て い 
So 更に 本 地域 の 変成 作用 に 就 い て 結論 
し , 最も 由 烈 な 変成 作用 は 最も 高い 温度 
み と 時 で は 無く , 温度 が 徐々 に 下降 し て い 
る 階 に 行 は れ , 鉱物 変化 は 多量 の 符 水 芝 
液 と 強い 苦 域 的 変形 に 伏 5 促進 され た 事 
を 示し て 居り , その 談 成 史 は 低下 変成 作 
用 と 推察 され る と 述べ て いる 。 HIBICH 
成 度 の 高い 南部 で は A ALTER (ERR 
CRO BER GAWEE ( 花 周 医 線 財 質 ) に 
変化 し て 居り , 叉 北部 ,- 西部 は その 後 の 
TRE ERAICER 0 (REE 線 泥 石 化 作 用 が 行 


i 


、 は れ て いる と 述べ で いる 。 


2 
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(Bull. Geol. 
Soc. Am. 62, 25-57, 1952). (2) 
7284, アリ ユー シヤ ャ ヤン 列島 Adak, 
Kanaga REOB=CRUSHRAW 
BIRIFSBRMEA Coats. R.R., 
当 両 島 火 山 岩 の 試料 17 個 に 就き , 化 
学 分 析 , 題 微 鏡 的 窒 察 , 更に その 中 10 個 
に 就き 分 光 分 折 た に 依 5 微量 元素 を 求め 岩 
RO Ce RT Do 火山 岩 の 大 部 は 安山岩 , 
xKAO 」 一 部 は 筑 三 紀 の LRAB. 
Shield Volcano と カル デラ の 中 に 出来 
REALM KUAEE SC 特徴 づけ られ る 
DORR Variation diagram *G 
示す と , Calc-alkali AAR CRAEE 
火山 幣 に 属す る 火山 岩 と 本 質 的 に は 異 つ 
て いな い が カ が, alkali-lime index は 63°6 
AAMK SR’ HRT AIC 僅か に 少 で 
Ao MHEDLHBL LG, Cu, Ni, Co, Cr, 


_V, Zr, Ga, Ba, Sr, が 挙げ られ る が St 


は 特に 多い o。 これ は Kanaga Bic isc 
(i, 既存 の 堆積 物 を 取込み 同化 作用 を な 
し た も の と 推察 され る 。 知 台 地 詞 武 岩 の 
珍 均 分 折 と 比較 し て , より 塩基 性 の 岩 型 
を 示す こと は , アリ ニー シヤ ン 列 島 の 母 
ARGRRADB MLA, Koren, 者 
FOLROBVICK OT SHY KAKA 
TD» >PBEN RL CHAR Bret 


し め る 。 (Bull. Gecl. Soc. Am. 63, 
485-514, 1952) (i AD 


7285, BEE, BWR HIT 3H 
WO Sik Morey W. G & Hessel- 
gesser M. J. 

600°C, 2,000 bars- 以 下 の 種 々 の 温度 , 
FEFID % & (CAR AVHIC 於 ける 鉱物 
の 溶解 度 を 求め て , 
与 せ ん と 試み た も % も の で ある 。 和 実験 装置 , 
実験 方 法 を 説明 し , quartz, albite, 
micrccline, enstatite, sulfate & 10 数 
種 の 鉱物 に 就 て 実験 を 行 つ て いる 。 1 fl 
を 示せ ば 500°C, 2000 bars (cit AK 


SRE KC RAC ・ 


解 度 は 大 略 quartz. 0.50%, albte 0.27 
%, microcline 0.25% で ある 。 (Econ. 
Geol. 46, 821-835, 1951) (aE) 


Bh kk 


7286, Canada Ontario Jj] Co- 
balt 及び 南部 Lorraine thyAIch 
ける 鏡石 の 交代 組織 に つい て Bastin, 
Baas: ; 

Ontario Jf Cobalt & Yaz Lorraine 
両 地 方 産 コ ベルト * ニ ツケ ル ・ 銀 型 の 伝 
AVL HOC Fare PRR ¢ , 1917 年 以来 
URE (LCDS OAC LOC 研究 せら 
れ て 来 た 。 筆者 は 最近 それ ら の 鉱 右 組 織 
中 特に 変 代 組 織 を 再 吟味 する BATCH 
題 復 鏡 的 研究 を 行 な つ て いる 。 と これ に よ 
れ ば 先 づ 筆 考 は 鉱物 共生 の 状態 を 調べ で 
その 生成 順序 を 例え ば HE a oS b BK jt 
BW (68 FEVER) > k= 7 NGO 
BRAS > 75 6G (南部 Lorraine 地方 
Fron Tier 鉱山 No. 2) @ofn< pve 
する と 共に , 交代 作用 に よる 組織 を 1). - 
結 棚 状 組 織 , 2) 周 虹 的 貫 状 組織 , 3) 樹 
枝 共 組織 等 に 分 類 し , その 各々 に つい て で 
説明 し て いる 。 RAC APIO BIKE 
細 須 捧 変 代 組織 た に つい て は 10 WED BA 
RSA PIC 箱 々 詳し く 論じ て い 
So MDS APARULTAR UR HICm 2 A 
形 に 近い X 形 を な し て 存在 する が 。 Ch 
が 方 解 石 及び 煙 銀 鉱 た よ つ て 交代 され る 
場合 か あり , 特に 前 者 の 場合 に は その 欠 
中 の 過程 が よく 額 察 出 来る 。 fIMiCHA 
ニ = ニ ツ ケル 鉱 が 自然 銀 た よる ZR EB 
つて いる 。 (Econ. Geol. 45, 808-817, 
1950) (aA) 
7287, British Columbia 帰 に 於 
FTSEVF=ULABIETER Stevenson 
Tiss 

Victoria, Little Gem, Index 及び 
Molly の 4 fPIC AY F=Y DEKE 


' 


れ ぞ れ 録 閑 を 形成 し , 


抄 22 


5B RS & 


作用 の 状態 が 述べ られ て いる 。 その 3 ち 


MSH AlLY = FANS 第 三 紀 初期 の 
BEAL BA IVC S EABARO (ER 
aH, BE GMOTEMRAARICS 
FEC Tih a Bat 
と 成因 的 関係 を 有する 。 SKIS MER 
BNC AL, 例え ば Victoria で は 市 
HK Tyz8 4 GR, Little Gem “Clirh 2, 
ES 10RS, 一 般 た に 狭い レン ズ 須 で , 1) 
AA BBS. BK BRA > 
Ze Kv 7a TERA 2) Hea <7 
bk, ates, BLES. 黄 鉄鉱 , 磁 硫 
Go, Bg, Fas bk, KEKE, 
ERG 3) 石英 , BIER, BEN. He 
塩 鉱 物 を 産 し , その 鉱 化 順 序 は 1) っ >2) っ 
3) の 順 で , その 間 に 大 小数 回 の 破 桁 現象 
が みとめ られ る 。 BWM MRANY ZY 
GL PHD 段階 に 生じ た も の で, 
BRIRA, ARE £TRESS RI 
FAN AB WIFE BIC Shs SEE x 
ECA SBR AlLOKnE bBHOLR 
GS 関 ウ ラン ジン 鉄 の 生成 と は 直接 関係 な い 。 
(Econ. Geol. 46, 353-365, 1951) 
(SA) 
7288, RA AICPNS 3 SHG 
床 の 生成 に 就 い て PHEESKER 
西南 日 本 に 於 ける 多数 の 念 鉛 硫 化 鉄 鉱 
々 床 の country rock, 走向 及び 傾 鶴 , 形 
態 , 線 皮 又は 書 肌 , 「 線 構造 」 と 「 落 し 
tO DRO RASC CE < @O 
RL AONEY SARUEL, ROk< 
諭し こい る 。 UDMA AE MROK 
9 も に 大 な る 地動 が 起り , 甘 希 に 地 体 は 中 
央 地 和 質 構 造 線 に こ に ょ つて で 内 帯 と 外 帯 と に 分 
た れ た 。 VEO ZO FC EAR UR, 
其 延 長 及 び 幅 員 は 結晶 片岩 系 地域 に 於 て 
は 大 で あぁ つて 其 数 も 赤 多 く , 中 炭 構 造 線 
を 吉 さ ざ さか る に つれ で 規模 る も 小さく 其 数 も 
少く な り , THE © ESETRHDBRIC TA CULE 
U<bEte OPTIC TOOo 次 これ 


初期 と 考え られ る 


OH AENICIBOHIE k ORERtA. fa 
OD lacccliths ALABALKo IO 
廣 大 な 地域 た 豆 つ で 多数 の IHERB OS 
床 が 略 同 一 時 期 に 生成 し た 原因 と し て は , 
Lak % 7 超 塩 基 手 岩 或 い は 塩基 性 岩 
より 発する 銃 液 上 昇 で は な く , BVI 


れ 等 よめ 更に 深い Magma より 発生 し た 


鉱 液 に よる も の と 考え る 。 (日本 鉱業 会 誌 
68, 53~63. 上 27, 2) CLUB 
7289, FISWOVLYH YB Park, 
Siar (Cael ale 

FIVNOEB TY HY MRI (1) 
同 生 鉱 床 (Syngenetic deposits) で あ 
る Morro do Urucum AICHE, - 後 
生 鉱 床 (Epigenetic deposits) の (2) 
Wigg & Burnier 型 の も の と ; (3) Morro 
da Mina MMSE 3 ict ich Zo 

(1) の Morro do Urucum HI® マン 
Dy SARL Paraguay 国境 近く 存 在 し , 
同時 生 の 堆積 鉱床 で , その 生成 は 古生代 
COSY RY SET 
KEAROFV — b OHNE ED iron- 
formation 中 に 存在 する か ら , マン ガン 
は 鉄 や ゃ 球 酸 と 成 基 的 に 関係 を 有 し , ME 
れ 等 の や ぅ に 加水 酸化 物 と し て コロ イド 
状 に 沈 満 し た と 考え られ る 。 ~ 

(2) DMO RIK itabirite 中 の マン 
DYE CH Ob, これ は Minas Gerais 
地方 に 50 以上 を 数 へ , BAL ASe—- FR 
GREK Frat CAL PI DERE eR PE FA 
を 受け た も の で ある 。 Wigg & Burnier, 
Lagoa Grande 等 は その 主要 な る の で あ 
Bo この 鉱石 の 起源 と し て は itabirite 
中 の 球 琴 や ゃ 酸化 鉄 と 同時 に UG L ree 
酸化 マン ガン が , 風化 作用 で 鉄 ,' 球 吹 が 
流失 し て マン ガン の み が BULLE SME 


62bnNSo * 
・(3) 7 Morro da Mina 人 鉱山 は 中 身 


Minas Gerais 地方 の 変成 水 成 岩 。 Yee 
性 噴出 内 及び 軍 源 不明 の 76 Ba Ere AD 


>. 


rae 抄 23, 


; complex 中 に 存在 する 。 こ の . complex 


は itabirite 4@tp Minas Gerais と 路 


同一 時 代 で ある 。 これ 等 は pcst-meta- 


morphic の 中 性 へ 酸性 火 農 に BR < BA 
され て こい る 。 COMPRORMRIZ, BEE 
用 が 接 触 変 代 期 よ 5 BAKE GB BEV Ze 
と 老 え られ る 火 成 源 の 後生 鉱床 で あり , 
更に 上 比 の マン ガン の PERE ° Yc THE e Git 
化 鉱 体 が 地表 近く で 酸化 ・ 表 成 富 化 作用 
を 受け て 生成 し た 鉱床 で ある 。 (Econ. 
Gec!l. 46, 1-22, 1951) CUR 
7290, H,O の 制 眼 分 酸 力 下 に 於 ける 高 
ELIE MORBBARH Robert エ .S. 

Kamec S++, Tako =B+, Eng- 
lish BBEROT YAth, FATA 
ポポ オル に 就き , 5.07428 760mm DEER 
KATES SBKAGE TREAT HT 
行 つ た 。' endothermic peak の 開始 を 示 
SBRAKEARUL, BRA RA Cte (d 
400°C, へ ロサ イト は 』 320°C, F1 YH 
A blk S00°'G7 デ ペア スズ ポル 直 は 465°G. 
CHAD, AAA CL WARES 夫々 
470°C, 485°C, 585°C, 510°C に 於 いて 


始ま つた 。 TNOORBLEM MCX - 


exothermic peak は , Fez G 
1,000°C 蒸気 中 で は 970°C 乃至 980°C 
で ある 。 FURMICHT 4 1, PHz20 vs. 
1/T の 価 は van't Hoff OAL ORD, 
その 中 ディ ツ カ イ ト の 1pPH20=5.30 Lh 
LO ERAS & 腹水 現象 た に 対す る 熱量 計 
BIC io そ を の 結果 高 陵 士族 鉱物 の 分 
争 温 上 庶 は van't Hoff OIC LAKRA 
」 圧 の 増加 と 共 た 増加 ヒ , . デ ィ ツ カイ ト の 
A MWEM IA, 140cal/gm. "で あり , 375 
至 気 庄 の 水蒸気 を 含む 大 気 中 で は , 高 陵 
ED 分 解 温度 は 580°C 以上 で ある 事 を 
る 0 (Jour. Am. Cer. Soc. 35. 90 
-99, 1952.) [鈴木 〕 
石油 鏡 床 持 
7291, フイ リツ ピン 群島 の 地 史 と 石油 


可能 性 Irving, E, M. 

BME (23 & LOK RUE, 水 成 岩 (変成 
4) より な り , 本 和 群島 の 約 30% の 分 布 を 
占 あ る 。 これ ら 火 成 岩 , 水 成 央 (変成岩) 
OWLS RCH So 第 三 紀 
層 は 55% の 分 布 を HoKOM< WH 
され る 。 第 三 紀 U ( 始 新 世 ), 第 三 紀 V 
(ett) 第 三 紀 W (上 部 軍 新 世 一 下部 中 
Sit), BH X (中 部 及び 上 部 中 新 世 ), 
第 三 紀 Y (PHM, 第 三 紀 
( 鯉 新 世 ), 上 記 第 三 紀 の 地 史 は 極東 地 
ROOMBA HL BL, 特に イン ・ 


"PAY 7 RL LEE PER 


が ある 。 北方 の 諸島 (ANS, BARE) OR 
する 構造 的 関係 は 上 ら か で な い 。 EEK 、 
番 新 世 一 下部 中 薄 世 時 代 に 幾つ か の 地域 
が 沈降 を 始め 中 新 世 , 鮮新 世 計 続 き , Be 
る 地域 で は 更新 世 造 及 ん だ 。 これ ら の 二 
層 は 破損 頁岩 , 砂岩 , ANAT A D> 67 b 
10,000—20,0007; ~~ ト に 達する 。 FG 
族 岩 は 堆積 PHILO WIR MCRET So イ 
ンド AY VICI CME Ee Bz bi, 
BO, BERORICBOCWS NAKA 
岩 相 (HAROPBA GEE) は 本 群島 で は 見 
られ な い 。 CHIKTZ i Vy PYRE OE 
積 盆地 の 小さ いこ と , VIR oceanic の 
PMC ORBLE R DUS PELZ 
ッ OY OMAK BE CAF Be S 
み , MAHL CULAR HD E < FSZEL, 

従来 よく 言 は れる AS ABE VAC IE 
不足 し な い 。 GHIGE< OWA sat 
HA 7c Stich, 本 群島 の 堆積 環境 が 
intra-achipelagic (私 つて 複雑 な 層 序 , Hh 
質 構 造 を 有する ) の も の で ある 点 た つい こ 
CHAYLEE A PUAN DO. KRHA 
の 因 は 此処 に ある 。 7) リッ ピン は 十分 
AMM REES AS OI GRO AiR 
志 地 域 と 認め る 。 (Bull. Am. Assoc. 
Petrol. Geol. 36, 437-476, 1952) 
CFA} 
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7292, 外 副 油田 に 於 ける 1949 RAR 
Ruby, G. M. 

Harris Re CO) jolS Gry ay 
の Guatemala, British Honduras, 
Nicaragua, Panama, Cuba た に 於 て 行 


{tH IIRAD RAE COV Cai 3h, Haas, 


M. W. だ たよ つて 南ア メス リカ の Argen- 
tina, Bolivia, Brazil,Chile, Colembia, 
Trinidad, 


Paraguay, Peru, Vene- 


zuela, 等 に 関し て 油田 地帯 と 1948 年 と 」 


母 寺 検討 じ - Von Estorff, F. E. に より 


ョ ヨー ロジ ツマ パパ の Denmark, Frence, Ger- 


many, Great Britain, Italy, Netherl- 
ands, Portugal, Spain の 順 で 統計 的 に 
比較 し て 乱 さ れ , Hedberg, H.D. ick 
つて ア フリ カ の Algeria, Anglo-Egy- 
ptian Sudan, Angola, Basutoland, 
Egypt, Ethicpia, France Equatorial 
Africa, French Morocoo, Morocoo, 
Gold Ccast, 
bique, Nigeria, Tangenyika Tunisia 
等 多 く の 地 方 に 関し て 記載 的 に 簡 臣 た に 記 
し て ある 。 : 

Kerr, R. C. (KR 7 LY 7 で は Tur- 
key, Iraq, Lebanon, Palestine, Syria, 
Qatar, Trucial Coast, Saudi Arabia, 
Bahein, 
zone, Iran, India, Pakistan, Burma 
に 関し て 簡 菅 に 1949 年 間 の 探査 状況 を 
=iL, Burma, Pakistan, India, Bah- 


Madagascar,, Mozam- 


Kuwait, Kuwait Neutral 


rein, Saudi Arabia, Qatar, Turkey, 
SEICOW> CULSBIC REL < FBRKL TLD 
Barnwell G. F. は 極東 と オー スト ラ 
リマ 地方 に た 就 い て , 特に China, For- 
masa, Japan, Philippine Islands, 
Indonesia, British Borneo, New Gui- 
nea, Australia, ic BE) CHO RIE LR 
容 開 発 に つい て 述べ て いる vo (Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol., 34, 1389-1591, 


1950) Chale) 


7293, Louisiana Gulf Coast の 
Wilcox か ら Cockfield の 累 層 に 於 
ける に 浴 積 相 に よ つ て 支 量 され て いる 油 
&HAROBEZ Bornhauser, M. 

Wilcox か ら Cockfield a\CEEO CV 
SIGRID ASO ako fi D* Cheney- 
ville, Eola, Ville Platte, Mamou #f 
域 を 通じ て の 次 面 図 た に よ つ て MH SNE 
論 さ れこ で いる 。 そ の 地質 構造 の 型 , 各々 の 
Heo, これ ら 地 域 の 油 麻 岩 と 特色 
Sra el, これ ら の 構造 に お ける 石油 
SRILA <* DRA GKO 生成 に よ つ で て 
KESh, 双 そ れ ら の 下 に 存する 酒 礎 岩 
の 砂 の 中 の 石油 の 分 布 状態 た 原因 し て い 
る 。 WhO & HERA L 7 BE RIC OW TIE, 
款 化 水 来 の 関係 と , FR SHC HED HE 
成 の 頁岩 相 に 関 験 する こと を 示し で て いる 。 
(Bull. Am. Assoc. Perol. Geol., 34, 
1887~1896, 1950) (Rass) 
7294, カナ ダ の アル バー 旭 州 の Wh'- 
temud 油田 と Joseph Lake 油田 
OGs Hunt, C. W. 

Edmonton 地方 の Whitemud jf] 
と Joseph Lake 洗 田 の 今 日 迄 資料 に 
基づい て 記載 し て いる 。 Whitemud 池田 
(2 RRASAIO ぐ ASW AA DOH 
ARV YO Ledvc 型 に 属し, 構造 は 背 
INES CHE FASIC(L TR vy MOM EO 
ICA PE RINC RE Lie AUB OMEIET ey 
TECEFICLOCHECIALO LEE, 
油 の 生成 と その 時 代 た に つい て 議論 し て い 
So 更に Joseph Lake 油田 は 百 己 紀 の 
Viking 砂 か ら 非常 に 重い 油 を 産出 し て 
いる 。 この 油田 の 構造 ふ BAKE CHO 
て Viking HERERO ROU TD DEL, 
油 の 時 代 た に つい て 議論 し て いる 。 (Bull.: 
Am. Assoc. Petrol. Geol., 34, 1795 
~1801, 1950) CRIA) 
7295, “RAZZ Anzoategui の 
Chimire jf Moore, E. L., Shields. 


sd Re 

= 当 油 田 は , 1948 年 に た ベネ ズ ェ エラ の 
Secony-Vacuum 右 導 会 社 と 綿密 な 地球 
meet, FSS, HEA OSL HZEIC 
ORAS H 1951 年 に は 約 104 OFGs- 
DAES SE FEF 55.265 barrel 
産油 し て いる 新湯 田 で ある 。 当地 方 の 麻 
FEIXF SS Eb, Oficina (Ha Tk — BT 
所 始 新 世 ?), Freites & (中 新 世 ), 
Lospiedras /# (fay tt), Mesa fa (更新 
Th), CHE ibnBa lt Oficina Fc tha 
で 数 feet か ら 80 feet SSBAAAILL 
レン ズ 状 に な つ で て いる ゃ る 。 集 油 構造 は 秩 様 
な 層 位 学 的 トラ ツマ プ と 模造 的 た 断層 に 関 
GEAR FIA EC REIC RH SHAS 
原油 る 良質 で , SKC BEDE Sh 40 
(Bull. Am Assoc. Petrol. Geol. 36, 
857-877, 1952). . (23 


7296, BSRERBORM IE ic & SAE 


の 新しい 方 法 Claudet. A. P. ‘ 


電気 柱状 図 の 罰 線 の 図表 より し て , Hh 
下 の 対 比 の た め に 慣例 的 た 用 いら れ て で てい 
Do MLW AEA HLT Hea O AHBIO 
B BSOBPEHOAIRAL b WK 
し て いる 。 Leuisiana, Mississippi, Ala- 
bama に わた る 長い 夫 域 に わた そ 炊 面 図 
を 示 じ て 位置 或いは 地質 時 代 た に 於 ける ZB 
化 で 生じ た 頁岩 抵抗 度 の ee ce; 
説明 し て いる 。 更に 頁岩 抵抗 度 の 変化 が 
深 さ に よ つ て 如何 に か わり , JOE 
の 種々 の 岩石 系 に たよ つて の HE OPE 
RON, これ ら の 変化 は 頁岩 の 岩石 学 的 
性 質 の 変化 , 或いは 買 崖 が 堆積 する 海 の 
DDS Hae He OE RC FEET ATKO 
塩 度 に 関係 し て いる で あろ 3 と 結論 し て 
いる 。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
34, 2027~2060, 1950) [ 隔 部) 


ZRH BD 
7297, BR-BRVUYGAbRPAGCAR 


Bk p25. 


松元 邦 治 

CRE CES FRAO HAR RE 
CSAC, BMA AMOReARICL 
て , セ リサ 『 ト を 原料 と する K,0- Al,05 
-SiO。 素 硝 子 の 基礎 的 訪 究 を 行 つ た 。 HE 
Ac 4 |b (LEMIRE RO BA 
尾 原 産 の も の で ある 。 HOV EB 
FORMAL MTEL, R\vEHLIVER 
び 人 益田 産 の 球 砂 と 混合 し , 1400° で 焼成 , 
面 火 物 の 試作 を 行い , その 性 能 を 試験 し 
た 。 ABAULERICe VTA LSB 
Sh, SHI SCAL<EML, 
1000°C ICHAT S NARA 0.5% “Cif 
BERVOTE SABO EHH BRE AO 
2222 FO ih BLMEIRLA RR & LO Paitia 
が 大 な る も の と 期待 され る 。 (HERA 
#45 3, 291.304, 1951) 【 長 谷川) 
7298, BJ) LICLOESKER SEER 
造 の 試み 大門 信 利 


燈 融 体 と 表面 を 冷却 管 で 冷 し ここ に 皿 © 
RR cpemle anes 雲母 


の 大 結晶 を 得 よ うと 試み た 。 AlzOs, 
MgO, MgF。, SiOz, K20 73 Bo HI r4 
の 制 合 で 混合 し た も の を 原料 と し ,;- これ 
を 150~190g と り 電 気 炉 中 で 1400°C 
CIMA, KARL, REO Sonic & AA 
Si hicthdhe Be Stieo BHI OR 
LIF RREESE DL FAK S x 15mm? の 
ORE Ko TOMI F2KMg; 
AlSiz019 CHBAMICH Mt る 。 FH 
60, 179~180, 昭和 27) CRAIID 


参 2 科 & 


7299, af BK A DIB Beck, C. 
W., Stevenson, R. G. : 

東京 科学 博物 館 か ら ニュ ェ ュー メキ シコ 大 
FICE bitte Bik A ALA NO 
BRAD BBICOV CH BEM, 16 
学 的 研究 を 行 つ た 。 CORAL 1837 年 
7 月 14 日 に 落下 し た も の で 宣 量 約 30kg 


i) 26 


a 


ARG DKS & 


あつ た 。 比重 は 3.65, BOAR ANIC % PARR 
VEO AOVe Le Sass 
ee ASy(t IC olivine 
(GT 70S; B= 1. 728,27 = W7AS) CE 
es (@21703;- 6713; vy 
=1.718) の 結晶 か ら 成 り , PRYALER DS 


_ ある 。 球 題 も この olivine, hypersthene 


CHAD SIMS 金属 相 の 部 分 は , BIC 
kamacite (Fe, Ni) より 成り , 僅か の 
taenite (Ni, Fe) や troilite (FeS) の 色 
BMS t:o 金属 相 は 全体 の 14,769% を 
HD, その 化学 分 析 の 結果 は Fe 87,78, 
Ni 853, €o 0:57, “S 1.46, P.0.78; Cl 


0.52, C 0.00, Total 99.14% で ある 。 


leat TR b BH Lfeolivine 
と hypersthene の 混 比 は , 53.99 : 46.01 
で ある COLBAIt hypersthene olivine 
chendrite , に 相当 する 。- (Am. Jour. 
Scie. 249, 815~821, 1951) CEAIID 
7300, BAM OPI ith BBL A 
河川 を 研究 する 際 た と は 流域 の FASEB) 
ち 地 形 , HWE, 気候 等 の ほか 河川 の 湯水 , 
下水 , PEIKEFO IKE & AGES 4 BIDS Do 
COWIE 6 BBE) iC pile & Oc 調査 し 
TAS RROB ADEN OAs 
1) KOM, SESALL (1628 m) に 源 
を 発し 本 流 の 延長 44.6km, 面積 297.8 
km? で , 一 関 市 東方 で 北上 川 に 合流 す 
Do 水源 よめ 合流 点 ま で の PABA IL 
23.9/1,000, 本 流域 の 降雨 は HbA SS 
が 大 きい と 老 え られ る が BWRECHS 
か で な い 2) 河水 の 流動 一 関 市 附近 で 
TRA BELA Che best Eb 
ROR GE Mah 2 BH AVL Q=13.0 
(h-+ 1.16)2-° gee: Om3/sec, 7KAT: 
hm で 月 別 比 流量 は 9 月 た 最高 で 0:0940 
m3 /sec/km?, 月 別 流出 訟 は 10 月 た 最高 
で で 209.0% を 示す 。 3) Ye7k, 過去 30 年 
間 の 盗 料 及 アイ オン 台風 時 の Ath BE 


。 道 が 不 整 正 で ある 。 


往 浜 水 た 就 て 考察 する と , 小河 川 択 隆 格 が © 
x く 現 は れ , 1938 年 以前 と 以後 の 増水 位 
CTS CHAIRED TET So 4) 山内 れ > 
TAAY AMIC LOCH TE WEI 
上 窪地 状 , 届 ) BAK (iii HbR 
(iv) カー ル 状 , (v) 三角 状 に 分 類 で き So 
油 流 の 側 優 に た ょ る 三角 捧 山 扇 れ が 最多 で 
ある 。 分 布 は 雨量 の 最も 多 か つ た と Rit 
れる 南 の 市 野々 川 に 多く 。, こそ の 支谷 
KIC lkm? に 33 ヶ所 も みみ られ る 。 
発生 の 旅 因 と し て は 300mm 以上 の 降雨 
こ 帰 する が , SRL L CLA CHT, 
第 三 紀 の 苦 次 岩 , WH HAORMER 
な 地質 が あり , MEO LOBED DEER 
油 工 樹 の 別 な 存在 し な い o 
以上 の 結果 放 の 標 に 本 河川 の 特長 を 結論 
Lito BS (1) 流域 は 狭 長 で 務 状 形態 で 
ある 。 (2) 主 に 第 三 紀 の AARKLES 
PL 0 RS ES LEGS Re US EEL ASAS Tea 
い 。 (3) BERERTAULD: BA CHS (4) 河 
(5) 流速 は 全 河 道 た 
於 て 符 で あぁ る 。 (6) —BSTH RR AIR ABE 
3/1,000) の 流速 は 下流 部 に も 拘ら ず 乱 
速 で ある s (7 支流 の 出水 時 間 の 差 は 小 
さい 。 (8) 出水 時 の 水位 の 上 下 は 符 で あ 
So (9) AV Wh & wieAOWHO RICH 
水 時 の RRS (7 4 ARO 流量 
376.1m5/sec の 際 に 7.03 gram/litre を 
GA) が 多い 。 (10) 河 況 係数 が 高く 狂 
BRI )I|G2Bo (Sci. Rep., Tohoku 
Univ. 7, 1. 11 へ 24, 1952) (me) 


HR AHR), ERORZASTHRICRDN SAIL (RR BRR), 
PA FOUTS HRO PLEO HSS), IF OK LS ea RO oe 
WILBER (AK BLL)» PKEVRO SOE — Sk OKO HR LEE BER (HEINE) 
PLMIUABAROD REO 産 状 及 化学 組成 に つい て (SESM), 宮崎 県 松尾 仮 
山 の 水素 鉄 た 伴う 金 に つい て (BFR), 赤石 鉱山 産 鉄 石 中 の 金 粒 の 産 状 (徳永 
正之 ), 高知 県 凍 生 維 山 産 チ コ ョ ュー レト 人 鉱 に 就 い て (BEC, RB. 百 水 晴 
it), 岩手 県 野田 玉 用 マン ty Sle RRO (由井 俊三 , 渡辺 武男 ), 接触 変成 
HC ho マン ガン 鉱床 の 成因 渡辺 武男 ), 北海 道 沙流 川 ) 殿 川 中 流域 の 蛇 紋 岩 体 
と クロ ョ ー ふ 録 床 に つい て MRAS, BOIEK), 鳥取 県 多 里 附近 の ク ョ ー ム 鉄 鉄 々 
床 の 棋 造 例 ( 岩 生 周一 , UBER MADR), フォ タツ サ 。 マゲ ナ 地 域 に 於 ける 新 第 
三 紀 初 期 の 火 成 活動 (和牛 来 正夫 外 フ ォ タツ サ , マグ ナチ ナ 研究 グ ヤ ー プ ), 北海 道 に 於 ける 
SER (GRAMS, 鈴木 酔 ), MER PSALUAEO KLE) CHIC BES OM 
知見 BABS, 他 瀬戸 内 研究 連絡 会 ), Beer sy o 輪廻 性 分 布 と KORA 
SH), JOA OUICTEAHER (武田 裕幸 , BEM, Ue, 垣 見 俊 
aL AAS RE. 日 高 造山 の 時 期 に つい て ( 控 本 誠二 他 日 高 研究 グル ー プ ), 
目 本 の 百 亜 紀 と 造山 期 の 問題 (松本 洋 郎 ), «IB O RIC & FLL CO BER ( 小 
PRA), 中 国 地 方 に 於 ける 後 暴 新 生 代 の 地 誤 運 動 と 火 成 活動 (今村 外 治 , SOS 
i ABM SHRM PHM), 北上 山 地 の 複 変 成 岩 (加納 博 ), 阿武 隈 高原 の 
地質 秋 造 と 火 成 史 (渡辺 岩井 > 外 阿武 隈 研究 グル ー プ ), AGRE RCHIC 関す る 現在 
OL VIR, AMES, GREK GET BRB, 瀬戸 内 西部 領家 帯 
OREBICOWT (小島 天児 , RSE). STIR LE ROME REP ( 秀 
i St, SEAM 吉野 言 生 , 竹田 英夫 ). 


投稿 者 へ の 希望 投稿 者 は 区 の 点 に 注意 し て 下さ い 。 

1. 原義 論 交 と し , CHICKKORHLRALBM ST So Lo 

2. 諭 次 の 長 さ は 原則 と し て 図 及 び 表 を 含め て 刷 上 5 10 貢 以 内 と する 。 特に 長い 
mm LILA OB BAUM Se ko 

3. RRRRMICHES CL, 現代 か な ず か い を 用 い , 引用 女 献 は 頁 香 に その © 
FICHE L Chae TSC Lo 

4. MAAR SEM OARMICBLS BAY 7CRS HS, 1/2 また は 
1/3 等 に 縮図 する に 適する よう , WEPHAEIKS (BK Ck 上 図 の 数 は 最小 
限 に し , 多い と き は その 則 用 を 散 者 に 申し 受け る 。 

5. 英 文 要約 は 完全 な 医 父 と し , これ を タイ プラ イト する こと と 。 

6. 別刷 の 数 は 100 部 以内 と し 希望 者 は この 部 数 を 原稿 の 始め に 示 こ と 。 但し その 
爾 用 は 征 部 著者 の 自 導 と する 。 . 


な おぉ , 本 誌 第 36 B,.5-6 ICH CONE als 略 あ つま つて お り ま す の で , こ 
れ か ら 御 投稿 の 分 は 第 37 &, 1 選 か ら 編 胃 に な る 見 込み で あり ます ( 係 )o 
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